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情報コミュニケーション研究科Webページ
明治大学大学院 情報コミュニケーション研究科 検 索

事務取扱時間 （グローバルフロント5F）
平　日

▲

09：00～11：30／12：30～18：00　土曜日

▲

09：00～12：30　電話

▲

03-3296-4285　Mail

▲

jokomiken@mics.meiji.ac.jp
※休業期間やイベント等により事務取扱時間は変更となる場合があります。

既存の学問の枠組みを超え、
情報社会における新たな「教養」を創造

21世紀に入り、高度情報社会は急速に発展を遂げつつ
あります。その有用性は否定すべくもありませんが、それと
同時に新たな社会問題や喫緊の課題も生じており、広範
で高度な判断や対応が求められています。情報コミュニケー
ション研究科では、高度情報社会における人間とコミュニケー
ションの態様を、学際的に探究することを目指しています。

学際的あるいは領域横断的という考え方は、言うのは簡
単ですが実現するのはなかなか難しい理念です。単に、「さ
まざまな分野の専門家」が寄り集まるのではなく、一人ひと
りが特定の学問の核を持ちつつ、関連分野にも精通するこ
とが必要です。

学問は現実と遊離しては意味をなしません。単なる机上
の空論や先人の思想の追従に終わることなく、現実あるい

は世界・社会の「いま」としっかり向き合って、立ち向かう姿
勢が求められます。政治的・経済的にも思想的・学問的に
も閉塞感が漂ういまこそ、こうした状況を打破する新しい視
点、いわゆる「科学革命」が求められています。

本研究科は、2019年に開設10周年を記念し、シンポジウム 
「現代社会と向き合う 国際化と多様性」を開催しました。取
り上げたテーマはフェイクニュースや移民問題、舞踊等広範
にわたり、本研究科の学際性を具現化するとともに、複雑化
する社会の「いま」を象徴するものであったと言えるでしょう。

情報コミュニケーション研究科では、「学際」を目指し、「いま」
と向き合う人材を求めています。

高度情報社会の進展に伴い社会や社会が抱える問題は複雑化
の一途をたどっているにもかかわらず、アカデミズムは、それに対す
る十分に有効な処方箋を提示するには至っていない。情報コミュニ
ケーション研究科では、各分野の専門家が問題意識や提案を持ち
寄り、「情報コミュニケーション」という視座から、複雑化した高度情
報社会を様々な角度から検討した後に再び自己の専門領域にフィー
ドバックできる「場」を創設することを目的とする。すなわち、教育の
面においても研究の面においても「パラダイム転換型」又は「パラダ
イム創出型」の研究科となることを目指す。

情報コミュニケーション研究科の人材養成
その他教育研究上の目的

高度情報社会の諸課題に取り組むために、情報コミュニケーショ
ン学専攻では、既存の専門研究によっては全体像がとらえきれなかっ
た21世紀の諸問題を、学際的・領域横断的に把握･定式化し、有効
な学問的・政策的ポートフォリオを自ら案出できる確固たる判断基
準を持った研究者や実務家の養成・輩出を目指す。そのために、専
門的なディシプリンの習得と並行して、早い段階から学生を研究プ
ロジェクトに参画させ具体的な問題への学際的アプローチを実践
させる。博士前期課程では、そうした学際的・領域横断的な視野と
高度な専門的知識を有する人材を養成し、研究者に限らず社会に
活躍しうる社会人の養成も目指す。博士後期課程では、それぞれの
研究分野の更なる深化を図りつつ、学際的・領域横断的な視野を
もって自らの専門分野で活躍できる研究者を養成する。

情報コミュニケーション学専攻の人材養成
その他教育研究上の目的

求む！ 「学際」を目指し、「いま」と向き合う者
情報コミュニケーション研究科が目指すのは2つのことです。

『学際空間』としての専門領域研究

入学者受入方針 Admission Policy 教育課程編成・実施方針 Curriculum Policy 学位授与方針 Diploma Policy

【博士前期課程】
　情報コミュニケーション研究科博士前期課程は、既存の専門研究によって
は全体像が捉えきれなかった21世紀の諸問題を、学際的・複数領域横断的
に把握・定式化し、有効な学問的・政策的ポートフォリオを自ら案出できる判
断基準を有する実務家の育成を目指し、また研究者育成の基礎となるこれら
の方法論と知識の獲得をはかります。このため、本研究科では主に次のような
資質や意欲を持つ学生を積極的に受け入れます。

⑴  学部で学んだ情報コミュニケーション学をより高度に発展・展開したいと
希望する者。

⑵  自分の問題意識との関係で、従来の学問体系を踏まえて、さらに学際性を
修得したいと考えている者。

⑶  すでに公務員として行政に携わっている者、ＮＧＯ・ＮＰＯ、民間企業等の
各種団体に属する者をはじめとする社会人で、自己の職業上の体験から、
問題の本質を見極めたい、あるいは少しでも実際に生かし役立てることの
できる解決法を探りたいと希望し、当研究科を修了した後にその成果を
再び自己の職業に生かしたいと考えている者。

　以上の求める学生像に基づき、学内選考入学試験、一般入学試験、外国人
留学生入学試験、社会人特別入学試験、３年早期卒業予定者入学試験を実
施し、入学者選抜を行ないます。
　なお、修得しておくべき知識等の内容・水準は以下のとおり求めます。

⑴  人文・社会分野や自然科学における研究活動に必要な基礎的な知識。
⑵  学際的な分野に取り組める柔軟な思考力及び広い視野。

【博士後期課程】
　情報コミュニケーション研究科博士後期課程は、既存の専門研究によっ
ては全体像が捉えきれなかった21世紀の諸問題を、学際的・複数領域横断
的に把握・定式化し、有効な学問的・政策的ポートフォリオを自ら案出できる
確固たる判断基準をもった研究者や実務家の育成を目指しています。このた
め、本研究科では主に次のような資質や意欲を持つ学生を積極的に受け入
れます。

⑴  21世紀の諸問題に関心を持ち、学際的・領域横断的に把握・定式化する
意欲があり、有効な学問的・政策的ポートフォリオを自ら案出できる技能
を有すると認められる者。

⑵   「情報コミュニケーション」という視座を理解し、複雑化した高度情報社
会への処方箋や問題意識を研究科の「場」に持ち寄って、スタッフや他の
学生とともに、パラダイムの転換や創出に果敢に挑戦しようとする気概に
あふれ、協調したコミュニケーションが実践できる者。

　以上の求める学生像に基づき、一般入学試験、外国人留学生入学試験を
実施し、入学者選抜を行ないます。
　なお、修得しておくべき知識等の内容・水準は以下のとおり求めます。

⑴  博士前期課程の教育・研究を通して、博士後期課程での研究活動を行な
える十分な研究能力及び応用的な知識。

⑵  博士論文執筆に向けて必要となる理論的及び実証的な分析力。

【博士前期課程】
　情報コミュニケーション研究科博士前期課程の教育理念・目標である、新しい学際性・学域横
断性に基づいた教育研究を実現するために、以下に示す方針に基づきカリキュラムを編成してい
ます。

⑴  本研究科が目指す学際性は、社会科学・人文科学の融合を基盤とした上で、自然科学との協
働を構築し得る教育・研究環境によって保証されます。このため本研究科で設けられる講義科
目群は、社会、文化、人間の３つの伝統的研究領域をもとに、情報、メディア、コミュニケーショ
ンの３つの専門領域にわたり横断的に配置され、先進的な学際空間が形成されています。

⑵  知識を応用し総合的に問題解決や政策立案ができる能力を育てるための、基礎的なリテラ
シーやスキル、特定の研究分野で要求される技能の習得や資格の取得を支援するための研究
サポート・プログラムを設置します。

　以上の教育プログラムを通して、大学院生に専門的な知識を教授し、また、指導教員と副指導
教員の連携による指導を行ないます。

【博士後期課程】
　情報コミュニケーション研究科博士後期課程では、本研究科博士前期課程の教育理念・目的
に加え、「先端研究」「ネットワーク化」の２点を重点課題とし、「学際」研究を具体化するために、
以下に示す方針に基づきカリキュラムを編成しています。

⑴  本研究科が目指す学際性は、社会科学・人文科学の融合を基盤とした上で、自然科学との協
働を構築し得る教育・研究環境によって保証されます。このため本研究科で設けられる講義科
目群は、社会、文化、人間の３つの伝統的研究領域をもとに、情報、メディア、コミュニケーショ
ンの３つの専門領域にわたり横断的に配置され、先進的な学際空間が形成されています。

⑵  研究者として自立するために必要な基礎的なリテラシーやスキル、特定の研究分野で要求さ
れる技能の習得や資格の取得を支援するための研究サポート・プログラムを設置します。

【博士前期課程】
情報コミュニケーション研究科博士前期課程は、21世紀の諸問題を、学際的・複数領域横断

的に問題解決できる研究者や実務家を輩出することを目指しています。この人材養成目的を踏ま
え、本研究科の定める修了要件を満たし、かつ、学業成績ならびに学位論文から、以下に示す資
質や能力を備えたと認められる者に対し修士（情報コミュニケーション学）の学位を授与します。

⑴  既存の専門研究によっては全体像が捉えきれなかった21世紀の諸問題を、学際的・複数領域
横断的に把握・定式化し、有効な学問的・政策的ポートフォリオを自ら案出できる確固たる判
断基準をもつことのできる資質や能力。

⑵  高度に専門的な業務に従事するに必要な研究能力及びその基礎となる学識。

【博士後期課程】
情報コミュニケーション研究科博士後期課程は、21世紀の諸問題を、学際的・複数領域横断

的に問題解決できる研究者や実務家を輩出することを目指しています。この人材養成目的を踏ま
え、本研究科の定める修了要件を満たし、かつ、学業成績ならびに学位論文から、以下に示す資
質や能力を備えたと認められる者に対し博士（情報コミュニケーション学）の学位を授与します。

　既存の専門研究によっては全体像が捉えきれなかった21世紀の諸問題を、学際的・複数領域
横断的に把握・定式化し、有効な学問的・政策的ポートフォリオを自ら案出できる確固たる判断
基準をもつことのできる高度の資質や能力。

カリキュラム

情報コミュニケーション研究科は新しい「学際」のあり方に基づい
て、教育課程を編成しています。その特色は、学際研究への参加、学際
的な教育・研究成果の発信、そのために必要な研究技法の習得、という
3つの柱です。

学際研究への参加

学際的な教育・研究成果の発信

学際研究のための技法の習得

「学際」研究は、過去の学問的な蓄積をきちんと踏まえることなしには実践出来ません。従っ
て情報コミュニケーション研究科では、まず大学院生に、「社会」「文化」「人間」のいずれかの
領域に拠点を置き、自らの核となる知識や研究手法を身に付けてもらいます。その上で「社
会」「文化」「人間」の3つの専門領域を底辺に、「情報」「メディア」「コミュニケーション」の各
領域へと展開する「学際空間」の内部で、それぞれが興味と問題関心を抱くテーマについて、
他領域の知的資源も活用しながら自由に、そしてアカデミックに研究することができます。

学際的な教育・研究の成果を広く発信するために、大学以外の諸機関とも連携を図り、開
かれたアカデミズムを学際共同研究プロジェクトとして設置しています。大学院生はこの
プロジェクトのいずれかに参加可能であり、そこで今日的な課題の解決に学問的に取り組み、
研究成果を発信する場を持つことができます。

以上のような学際研究や活動に必要な研究技法を教授する、「集約型外国文献講読」（英語・
ドイツ語・フランス語）、「フィールド・アプローチ」「アカデミック・ライティング」「専門社会
調査」といった研究サポート科目群を設置しています。

■  博士後期課程　科目一覧
年次 必修科目 共通必修科目
1年次 研究論文指導Ⅰ　春学期 2単位／研究論文指導Ⅱ　秋学期 2単位 情報コミュニケーション学学際研究Ⅰ　春学期 2単位／情報コミュニケーション学学際研究Ⅱ　秋学期 2単位
2年次 研究論文指導Ⅰ　春学期 2単位／研究論文指導Ⅱ　秋学期 2単位 情報コミュニケーション学学際研究Ⅰ　春学期 2単位／情報コミュニケーション学学際研究Ⅱ　秋学期 2単位
3年次 研究論文指導Ⅰ　春学期 2単位／研究論文指導Ⅱ　秋学期 2単位 情報コミュニケーション学学際研究Ⅰ　春学期 2単位／情報コミュニケーション学学際研究Ⅱ　秋学期 2単位

※ 2023年4月1日時点のものです。今後変更や見直しを行う場合があります。

■  博士前期課程　科目一覧
テーマ・カテゴリー

研究サポート
情報・社会 メディア・文化 人間・コミュニケーション

行動経済学、公共政策、メディア技術と社会、
情報科学、知的財産法、国際関係論、現代政
治学、組織社会学、経済社会学、ジャーナリズム
論、現代型犯罪と刑法、社会システム論、情報
法、科学と社会、開発経済学、憲法史、イノベー
ションの実証分析、学校社会学、災害社会学

社会文化史、メディア社会史、比較文学・比較
文化、表象文化論、ジェンダー論、超域文化論、
宗教と政治、マルチ・カルチャリズム、科学史・
科学哲学、都市・空間論、演劇学

組織コミュニケーション論、認知情報論、説得コ
ミュニケーション論、家族社会学、異文化間コ
ミュニケーション、生命論、人類学と意識科学、
現代思想論、社会的人間学、公共圏・親密圏
コミュニケーション、心理学の哲学、社会心理
学、言語学

集約型外国文献講読（英語・ドイツ語・フランス
語）、フィールド・アプローチ、アカデミック・ライティ
ング、専門社会調査

※ 2023年4月1日時点のものです。今後変更や見直しを行う場合があります。

人 間

社 会 文 化

コミュニ
ケーション情 報

メディア



086    087    Meiji University Graduate School Meiji University Graduate School

M
eiji U

niversity G
raduate School

G
raduate School of Inform

ation and C
om

m
unication

情
報
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
研
究
科

G
raduate S

chool of Inform
ation and C

om
m

unication

情
報
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
研
究
科

情報コミュニケーション研究科Webページ
明治大学大学院 情報コミュニケーション研究科 検 索

事務取扱時間 （グローバルフロント5F）
平　日

▲

09：00～11：30／12：30～18：00　土曜日

▲

09：00～12：30　電話
▲

03-3296-4285　Mail

▲

jokomiken@mics.meiji.ac.jp
※休業期間やイベント等により事務取扱時間は変更となる場合があります。

既存の学問の枠組みを超え、
情報社会における新たな「教養」を創造

21世紀に入り、高度情報社会は急速に発展を遂げつつ
あります。その有用性は否定すべくもありませんが、それと
同時に新たな社会問題や喫緊の課題も生じており、広範
で高度な判断や対応が求められています。情報コミュニケー
ション研究科では、高度情報社会における人間とコミュニケー
ションの態様を、学際的に探究することを目指しています。

学際的あるいは領域横断的という考え方は、言うのは簡
単ですが実現するのはなかなか難しい理念です。単に、「さ
まざまな分野の専門家」が寄り集まるのではなく、一人ひと
りが特定の学問の核を持ちつつ、関連分野にも精通するこ
とが必要です。

学問は現実と遊離しては意味をなしません。単なる机上
の空論や先人の思想の追従に終わることなく、現実あるい

は世界・社会の「いま」としっかり向き合って、立ち向かう姿
勢が求められます。政治的・経済的にも思想的・学問的に
も閉塞感が漂ういまこそ、こうした状況を打破する新しい視
点、いわゆる「科学革命」が求められています。

本研究科は、2019年に開設10周年を記念し、シンポジウム 
「現代社会と向き合う 国際化と多様性」を開催しました。取
り上げたテーマはフェイクニュースや移民問題、舞踊等広範
にわたり、本研究科の学際性を具現化するとともに、複雑化
する社会の「いま」を象徴するものであったと言えるでしょう。

情報コミュニケーション研究科では、「学際」を目指し、「いま」
と向き合う人材を求めています。

高度情報社会の進展に伴い社会や社会が抱える問題は複雑化
の一途をたどっているにもかかわらず、アカデミズムは、それに対す
る十分に有効な処方箋を提示するには至っていない。情報コミュニ
ケーション研究科では、各分野の専門家が問題意識や提案を持ち
寄り、「情報コミュニケーション」という視座から、複雑化した高度情
報社会を様々な角度から検討した後に再び自己の専門領域にフィー
ドバックできる「場」を創設することを目的とする。すなわち、教育の
面においても研究の面においても「パラダイム転換型」又は「パラダ
イム創出型」の研究科となることを目指す。

情報コミュニケーション研究科の人材養成
その他教育研究上の目的

高度情報社会の諸課題に取り組むために、情報コミュニケーショ
ン学専攻では、既存の専門研究によっては全体像がとらえきれなかっ
た21世紀の諸問題を、学際的・領域横断的に把握･定式化し、有効
な学問的・政策的ポートフォリオを自ら案出できる確固たる判断基
準を持った研究者や実務家の養成・輩出を目指す。そのために、専
門的なディシプリンの習得と並行して、早い段階から学生を研究プ
ロジェクトに参画させ具体的な問題への学際的アプローチを実践
させる。博士前期課程では、そうした学際的・領域横断的な視野と
高度な専門的知識を有する人材を養成し、研究者に限らず社会に
活躍しうる社会人の養成も目指す。博士後期課程では、それぞれの
研究分野の更なる深化を図りつつ、学際的・領域横断的な視野を
もって自らの専門分野で活躍できる研究者を養成する。

情報コミュニケーション学専攻の人材養成
その他教育研究上の目的

求む！ 「学際」を目指し、「いま」と向き合う者
情報コミュニケーション研究科が目指すのは2つのことです。

『学際空間』としての専門領域研究

入学者受入方針 Admission Policy 教育課程編成・実施方針 Curriculum Policy 学位授与方針 Diploma Policy

【博士前期課程】
　情報コミュニケーション研究科博士前期課程は、既存の専門研究によって
は全体像が捉えきれなかった21世紀の諸問題を、学際的・複数領域横断的
に把握・定式化し、有効な学問的・政策的ポートフォリオを自ら案出できる判
断基準を有する実務家の育成を目指し、また研究者育成の基礎となるこれら
の方法論と知識の獲得をはかります。このため、本研究科では主に次のような
資質や意欲を持つ学生を積極的に受け入れます。

⑴  学部で学んだ情報コミュニケーション学をより高度に発展・展開したいと
希望する者。

⑵  自分の問題意識との関係で、従来の学問体系を踏まえて、さらに学際性を
修得したいと考えている者。

⑶  すでに公務員として行政に携わっている者、ＮＧＯ・ＮＰＯ、民間企業等の
各種団体に属する者をはじめとする社会人で、自己の職業上の体験から、
問題の本質を見極めたい、あるいは少しでも実際に生かし役立てることの
できる解決法を探りたいと希望し、当研究科を修了した後にその成果を
再び自己の職業に生かしたいと考えている者。

　以上の求める学生像に基づき、学内選考入学試験、一般入学試験、外国人
留学生入学試験、社会人特別入学試験、３年早期卒業予定者入学試験を実
施し、入学者選抜を行ないます。
　なお、修得しておくべき知識等の内容・水準は以下のとおり求めます。

⑴  人文・社会分野や自然科学における研究活動に必要な基礎的な知識。
⑵  学際的な分野に取り組める柔軟な思考力及び広い視野。

【博士後期課程】
　情報コミュニケーション研究科博士後期課程は、既存の専門研究によっ
ては全体像が捉えきれなかった21世紀の諸問題を、学際的・複数領域横断
的に把握・定式化し、有効な学問的・政策的ポートフォリオを自ら案出できる
確固たる判断基準をもった研究者や実務家の育成を目指しています。このた
め、本研究科では主に次のような資質や意欲を持つ学生を積極的に受け入
れます。

⑴  21世紀の諸問題に関心を持ち、学際的・領域横断的に把握・定式化する
意欲があり、有効な学問的・政策的ポートフォリオを自ら案出できる技能
を有すると認められる者。

⑵   「情報コミュニケーション」という視座を理解し、複雑化した高度情報社
会への処方箋や問題意識を研究科の「場」に持ち寄って、スタッフや他の
学生とともに、パラダイムの転換や創出に果敢に挑戦しようとする気概に
あふれ、協調したコミュニケーションが実践できる者。

　以上の求める学生像に基づき、一般入学試験、外国人留学生入学試験を
実施し、入学者選抜を行ないます。
　なお、修得しておくべき知識等の内容・水準は以下のとおり求めます。

⑴  博士前期課程の教育・研究を通して、博士後期課程での研究活動を行な
える十分な研究能力及び応用的な知識。

⑵  博士論文執筆に向けて必要となる理論的及び実証的な分析力。

【博士前期課程】
　情報コミュニケーション研究科博士前期課程の教育理念・目標である、新しい学際性・学域横
断性に基づいた教育研究を実現するために、以下に示す方針に基づきカリキュラムを編成してい
ます。

⑴  本研究科が目指す学際性は、社会科学・人文科学の融合を基盤とした上で、自然科学との協
働を構築し得る教育・研究環境によって保証されます。このため本研究科で設けられる講義科
目群は、社会、文化、人間の３つの伝統的研究領域をもとに、情報、メディア、コミュニケーショ
ンの３つの専門領域にわたり横断的に配置され、先進的な学際空間が形成されています。

⑵  知識を応用し総合的に問題解決や政策立案ができる能力を育てるための、基礎的なリテラ
シーやスキル、特定の研究分野で要求される技能の習得や資格の取得を支援するための研究
サポート・プログラムを設置します。

　以上の教育プログラムを通して、大学院生に専門的な知識を教授し、また、指導教員と副指導
教員の連携による指導を行ないます。

【博士後期課程】
　情報コミュニケーション研究科博士後期課程では、本研究科博士前期課程の教育理念・目的
に加え、「先端研究」「ネットワーク化」の２点を重点課題とし、「学際」研究を具体化するために、
以下に示す方針に基づきカリキュラムを編成しています。

⑴  本研究科が目指す学際性は、社会科学・人文科学の融合を基盤とした上で、自然科学との協
働を構築し得る教育・研究環境によって保証されます。このため本研究科で設けられる講義科
目群は、社会、文化、人間の３つの伝統的研究領域をもとに、情報、メディア、コミュニケーショ
ンの３つの専門領域にわたり横断的に配置され、先進的な学際空間が形成されています。

⑵  研究者として自立するために必要な基礎的なリテラシーやスキル、特定の研究分野で要求さ
れる技能の習得や資格の取得を支援するための研究サポート・プログラムを設置します。

【博士前期課程】
情報コミュニケーション研究科博士前期課程は、21世紀の諸問題を、学際的・複数領域横断

的に問題解決できる研究者や実務家を輩出することを目指しています。この人材養成目的を踏ま
え、本研究科の定める修了要件を満たし、かつ、学業成績ならびに学位論文から、以下に示す資
質や能力を備えたと認められる者に対し修士（情報コミュニケーション学）の学位を授与します。

⑴  既存の専門研究によっては全体像が捉えきれなかった21世紀の諸問題を、学際的・複数領域
横断的に把握・定式化し、有効な学問的・政策的ポートフォリオを自ら案出できる確固たる判
断基準をもつことのできる資質や能力。

⑵  高度に専門的な業務に従事するに必要な研究能力及びその基礎となる学識。

【博士後期課程】
情報コミュニケーション研究科博士後期課程は、21世紀の諸問題を、学際的・複数領域横断

的に問題解決できる研究者や実務家を輩出することを目指しています。この人材養成目的を踏ま
え、本研究科の定める修了要件を満たし、かつ、学業成績ならびに学位論文から、以下に示す資
質や能力を備えたと認められる者に対し博士（情報コミュニケーション学）の学位を授与します。

　既存の専門研究によっては全体像が捉えきれなかった21世紀の諸問題を、学際的・複数領域
横断的に把握・定式化し、有効な学問的・政策的ポートフォリオを自ら案出できる確固たる判断
基準をもつことのできる高度の資質や能力。

カリキュラム

情報コミュニケーション研究科は新しい「学際」のあり方に基づい
て、教育課程を編成しています。その特色は、学際研究への参加、学際
的な教育・研究成果の発信、そのために必要な研究技法の習得、という
3つの柱です。

学際研究への参加

学際的な教育・研究成果の発信

学際研究のための技法の習得

「学際」研究は、過去の学問的な蓄積をきちんと踏まえることなしには実践出来ません。従っ
て情報コミュニケーション研究科では、まず大学院生に、「社会」「文化」「人間」のいずれかの
領域に拠点を置き、自らの核となる知識や研究手法を身に付けてもらいます。その上で「社
会」「文化」「人間」の3つの専門領域を底辺に、「情報」「メディア」「コミュニケーション」の各
領域へと展開する「学際空間」の内部で、それぞれが興味と問題関心を抱くテーマについて、
他領域の知的資源も活用しながら自由に、そしてアカデミックに研究することができます。

学際的な教育・研究の成果を広く発信するために、大学以外の諸機関とも連携を図り、開
かれたアカデミズムを学際共同研究プロジェクトとして設置しています。大学院生はこの
プロジェクトのいずれかに参加可能であり、そこで今日的な課題の解決に学問的に取り組み、
研究成果を発信する場を持つことができます。

以上のような学際研究や活動に必要な研究技法を教授する、「集約型外国文献講読」（英語・
ドイツ語・フランス語）、「フィールド・アプローチ」「アカデミック・ライティング」「専門社会
調査」といった研究サポート科目群を設置しています。

■  博士後期課程　科目一覧
年次 必修科目 共通必修科目
1年次 研究論文指導Ⅰ　春学期 2単位／研究論文指導Ⅱ　秋学期 2単位 情報コミュニケーション学学際研究Ⅰ　春学期 2単位／情報コミュニケーション学学際研究Ⅱ　秋学期 2単位
2年次 研究論文指導Ⅰ　春学期 2単位／研究論文指導Ⅱ　秋学期 2単位 情報コミュニケーション学学際研究Ⅰ　春学期 2単位／情報コミュニケーション学学際研究Ⅱ　秋学期 2単位
3年次 研究論文指導Ⅰ　春学期 2単位／研究論文指導Ⅱ　秋学期 2単位 情報コミュニケーション学学際研究Ⅰ　春学期 2単位／情報コミュニケーション学学際研究Ⅱ　秋学期 2単位

※ 2023年4月1日時点のものです。今後変更や見直しを行う場合があります。

■  博士前期課程　科目一覧
テーマ・カテゴリー

研究サポート
情報・社会 メディア・文化 人間・コミュニケーション

行動経済学、公共政策、メディア技術と社会、
情報科学、知的財産法、国際関係論、現代政
治学、組織社会学、経済社会学、ジャーナリズム
論、現代型犯罪と刑法、社会システム論、情報
法、科学と社会、開発経済学、憲法史、イノベー
ションの実証分析、学校社会学、災害社会学

社会文化史、メディア社会史、比較文学・比較
文化、表象文化論、ジェンダー論、超域文化論、
宗教と政治、マルチ・カルチャリズム、科学史・
科学哲学、都市・空間論、演劇学

組織コミュニケーション論、認知情報論、説得コ
ミュニケーション論、家族社会学、異文化間コ
ミュニケーション、生命論、人類学と意識科学、
現代思想論、社会的人間学、公共圏・親密圏
コミュニケーション、心理学の哲学、社会心理
学、言語学

集約型外国文献講読（英語・ドイツ語・フランス
語）、フィールド・アプローチ、アカデミック・ライティ
ング、専門社会調査

※ 2023年4月1日時点のものです。今後変更や見直しを行う場合があります。
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情報コミュニケーション研究科Webページ
明治大学大学院 情報コミュニケーション研究科 検 索

事務取扱時間 （グローバルフロント5F）
平　日

▲

09：00～11：30／12：30～18：00　土曜日

▲

09：00～12：30　電話
▲

03-3296-4285　Mail

▲

jokomiken@mics.meiji.ac.jp
※休業期間やイベント等により事務取扱時間は変更となる場合があります。

既存の学問の枠組みを超え、
情報社会における新たな「教養」を創造

21世紀に入り、高度情報社会は急速に発展を遂げつつ
あります。その有用性は否定すべくもありませんが、それと
同時に新たな社会問題や喫緊の課題も生じており、広範
で高度な判断や対応が求められています。情報コミュニケー
ション研究科では、高度情報社会における人間とコミュニケー
ションの態様を、学際的に探究することを目指しています。

学際的あるいは領域横断的という考え方は、言うのは簡
単ですが実現するのはなかなか難しい理念です。単に、「さ
まざまな分野の専門家」が寄り集まるのではなく、一人ひと
りが特定の学問の核を持ちつつ、関連分野にも精通するこ
とが必要です。

学問は現実と遊離しては意味をなしません。単なる机上
の空論や先人の思想の追従に終わることなく、現実あるい

は世界・社会の「いま」としっかり向き合って、立ち向かう姿
勢が求められます。政治的・経済的にも思想的・学問的に
も閉塞感が漂ういまこそ、こうした状況を打破する新しい視
点、いわゆる「科学革命」が求められています。

本研究科は、2019年に開設10周年を記念し、シンポジウム 
「現代社会と向き合う 国際化と多様性」を開催しました。取
り上げたテーマはフェイクニュースや移民問題、舞踊等広範
にわたり、本研究科の学際性を具現化するとともに、複雑化
する社会の「いま」を象徴するものであったと言えるでしょう。

情報コミュニケーション研究科では、「学際」を目指し、「いま」
と向き合う人材を求めています。

高度情報社会の進展に伴い社会や社会が抱える問題は複雑化
の一途をたどっているにもかかわらず、アカデミズムは、それに対す
る十分に有効な処方箋を提示するには至っていない。情報コミュニ
ケーション研究科では、各分野の専門家が問題意識や提案を持ち
寄り、「情報コミュニケーション」という視座から、複雑化した高度情
報社会を様々な角度から検討した後に再び自己の専門領域にフィー
ドバックできる「場」を創設することを目的とする。すなわち、教育の
面においても研究の面においても「パラダイム転換型」又は「パラダ
イム創出型」の研究科となることを目指す。

情報コミュニケーション研究科の人材養成
その他教育研究上の目的

高度情報社会の諸課題に取り組むために、情報コミュニケーショ
ン学専攻では、既存の専門研究によっては全体像がとらえきれなかっ
た21世紀の諸問題を、学際的・領域横断的に把握･定式化し、有効
な学問的・政策的ポートフォリオを自ら案出できる確固たる判断基
準を持った研究者や実務家の養成・輩出を目指す。そのために、専
門的なディシプリンの習得と並行して、早い段階から学生を研究プ
ロジェクトに参画させ具体的な問題への学際的アプローチを実践
させる。博士前期課程では、そうした学際的・領域横断的な視野と
高度な専門的知識を有する人材を養成し、研究者に限らず社会に
活躍しうる社会人の養成も目指す。博士後期課程では、それぞれの
研究分野の更なる深化を図りつつ、学際的・領域横断的な視野を
もって自らの専門分野で活躍できる研究者を養成する。

情報コミュニケーション学専攻の人材養成
その他教育研究上の目的

求む！ 「学際」を目指し、「いま」と向き合う者
情報コミュニケーション研究科が目指すのは2つのことです。

『学際空間』としての専門領域研究

入学者受入方針 Admission Policy 教育課程編成・実施方針 Curriculum Policy 学位授与方針 Diploma Policy

【博士前期課程】
　情報コミュニケーション研究科博士前期課程は、既存の専門研究によって
は全体像が捉えきれなかった21世紀の諸問題を、学際的・複数領域横断的
に把握・定式化し、有効な学問的・政策的ポートフォリオを自ら案出できる判
断基準を有する実務家の育成を目指し、また研究者育成の基礎となるこれら
の方法論と知識の獲得をはかります。このため、本研究科では主に次のような
資質や意欲を持つ学生を積極的に受け入れます。

⑴  学部で学んだ情報コミュニケーション学をより高度に発展・展開したいと
希望する者。

⑵  自分の問題意識との関係で、従来の学問体系を踏まえて、さらに学際性を
修得したいと考えている者。

⑶  すでに公務員として行政に携わっている者、ＮＧＯ・ＮＰＯ、民間企業等の
各種団体に属する者をはじめとする社会人で、自己の職業上の体験から、
問題の本質を見極めたい、あるいは少しでも実際に生かし役立てることの
できる解決法を探りたいと希望し、当研究科を修了した後にその成果を
再び自己の職業に生かしたいと考えている者。

　以上の求める学生像に基づき、学内選考入学試験、一般入学試験、外国人
留学生入学試験、社会人特別入学試験、３年早期卒業予定者入学試験を実
施し、入学者選抜を行ないます。
　なお、修得しておくべき知識等の内容・水準は以下のとおり求めます。

⑴  人文・社会分野や自然科学における研究活動に必要な基礎的な知識。
⑵  学際的な分野に取り組める柔軟な思考力及び広い視野。

【博士後期課程】
　情報コミュニケーション研究科博士後期課程は、既存の専門研究によっ
ては全体像が捉えきれなかった21世紀の諸問題を、学際的・複数領域横断
的に把握・定式化し、有効な学問的・政策的ポートフォリオを自ら案出できる
確固たる判断基準をもった研究者や実務家の育成を目指しています。このた
め、本研究科では主に次のような資質や意欲を持つ学生を積極的に受け入
れます。

⑴  21世紀の諸問題に関心を持ち、学際的・領域横断的に把握・定式化する
意欲があり、有効な学問的・政策的ポートフォリオを自ら案出できる技能
を有すると認められる者。

⑵   「情報コミュニケーション」という視座を理解し、複雑化した高度情報社
会への処方箋や問題意識を研究科の「場」に持ち寄って、スタッフや他の
学生とともに、パラダイムの転換や創出に果敢に挑戦しようとする気概に
あふれ、協調したコミュニケーションが実践できる者。

　以上の求める学生像に基づき、一般入学試験、外国人留学生入学試験を
実施し、入学者選抜を行ないます。
　なお、修得しておくべき知識等の内容・水準は以下のとおり求めます。

⑴  博士前期課程の教育・研究を通して、博士後期課程での研究活動を行な
える十分な研究能力及び応用的な知識。

⑵  博士論文執筆に向けて必要となる理論的及び実証的な分析力。

【博士前期課程】
　情報コミュニケーション研究科博士前期課程の教育理念・目標である、新しい学際性・学域横
断性に基づいた教育研究を実現するために、以下に示す方針に基づきカリキュラムを編成してい
ます。

⑴  本研究科が目指す学際性は、社会科学・人文科学の融合を基盤とした上で、自然科学との協
働を構築し得る教育・研究環境によって保証されます。このため本研究科で設けられる講義科
目群は、社会、文化、人間の３つの伝統的研究領域をもとに、情報、メディア、コミュニケーショ
ンの３つの専門領域にわたり横断的に配置され、先進的な学際空間が形成されています。

⑵  知識を応用し総合的に問題解決や政策立案ができる能力を育てるための、基礎的なリテラ
シーやスキル、特定の研究分野で要求される技能の習得や資格の取得を支援するための研究
サポート・プログラムを設置します。

　以上の教育プログラムを通して、大学院生に専門的な知識を教授し、また、指導教員と副指導
教員の連携による指導を行ないます。

【博士後期課程】
　情報コミュニケーション研究科博士後期課程では、本研究科博士前期課程の教育理念・目的
に加え、「先端研究」「ネットワーク化」の２点を重点課題とし、「学際」研究を具体化するために、
以下に示す方針に基づきカリキュラムを編成しています。

⑴  本研究科が目指す学際性は、社会科学・人文科学の融合を基盤とした上で、自然科学との協
働を構築し得る教育・研究環境によって保証されます。このため本研究科で設けられる講義科
目群は、社会、文化、人間の３つの伝統的研究領域をもとに、情報、メディア、コミュニケーショ
ンの３つの専門領域にわたり横断的に配置され、先進的な学際空間が形成されています。

⑵  研究者として自立するために必要な基礎的なリテラシーやスキル、特定の研究分野で要求さ
れる技能の習得や資格の取得を支援するための研究サポート・プログラムを設置します。

【博士前期課程】
情報コミュニケーション研究科博士前期課程は、21世紀の諸問題を、学際的・複数領域横断

的に問題解決できる研究者や実務家を輩出することを目指しています。この人材養成目的を踏ま
え、本研究科の定める修了要件を満たし、かつ、学業成績ならびに学位論文から、以下に示す資
質や能力を備えたと認められる者に対し修士（情報コミュニケーション学）の学位を授与します。

⑴  既存の専門研究によっては全体像が捉えきれなかった21世紀の諸問題を、学際的・複数領域
横断的に把握・定式化し、有効な学問的・政策的ポートフォリオを自ら案出できる確固たる判
断基準をもつことのできる資質や能力。

⑵  高度に専門的な業務に従事するに必要な研究能力及びその基礎となる学識。

【博士後期課程】
情報コミュニケーション研究科博士後期課程は、21世紀の諸問題を、学際的・複数領域横断

的に問題解決できる研究者や実務家を輩出することを目指しています。この人材養成目的を踏ま
え、本研究科の定める修了要件を満たし、かつ、学業成績ならびに学位論文から、以下に示す資
質や能力を備えたと認められる者に対し博士（情報コミュニケーション学）の学位を授与します。

　既存の専門研究によっては全体像が捉えきれなかった21世紀の諸問題を、学際的・複数領域
横断的に把握・定式化し、有効な学問的・政策的ポートフォリオを自ら案出できる確固たる判断
基準をもつことのできる高度の資質や能力。

カリキュラム

情報コミュニケーション研究科は新しい「学際」のあり方に基づい
て、教育課程を編成しています。その特色は、学際研究への参加、学際
的な教育・研究成果の発信、そのために必要な研究技法の習得、という
3つの柱です。

学際研究への参加

学際的な教育・研究成果の発信

学際研究のための技法の習得

「学際」研究は、過去の学問的な蓄積をきちんと踏まえることなしには実践出来ません。従っ
て情報コミュニケーション研究科では、まず大学院生に、「社会」「文化」「人間」のいずれかの
領域に拠点を置き、自らの核となる知識や研究手法を身に付けてもらいます。その上で「社
会」「文化」「人間」の3つの専門領域を底辺に、「情報」「メディア」「コミュニケーション」の各
領域へと展開する「学際空間」の内部で、それぞれが興味と問題関心を抱くテーマについて、
他領域の知的資源も活用しながら自由に、そしてアカデミックに研究することができます。

学際的な教育・研究の成果を広く発信するために、大学以外の諸機関とも連携を図り、開
かれたアカデミズムを学際共同研究プロジェクトとして設置しています。大学院生はこの
プロジェクトのいずれかに参加可能であり、そこで今日的な課題の解決に学問的に取り組み、
研究成果を発信する場を持つことができます。

以上のような学際研究や活動に必要な研究技法を教授する、「集約型外国文献講読」（英語・
ドイツ語・フランス語）、「フィールド・アプローチ」「アカデミック・ライティング」「専門社会
調査」といった研究サポート科目群を設置しています。

■  博士後期課程　科目一覧
年次 必修科目 共通必修科目
1年次 研究論文指導Ⅰ　春学期 2単位／研究論文指導Ⅱ　秋学期 2単位 情報コミュニケーション学学際研究Ⅰ　春学期 2単位／情報コミュニケーション学学際研究Ⅱ　秋学期 2単位
2年次 研究論文指導Ⅰ　春学期 2単位／研究論文指導Ⅱ　秋学期 2単位 情報コミュニケーション学学際研究Ⅰ　春学期 2単位／情報コミュニケーション学学際研究Ⅱ　秋学期 2単位
3年次 研究論文指導Ⅰ　春学期 2単位／研究論文指導Ⅱ　秋学期 2単位 情報コミュニケーション学学際研究Ⅰ　春学期 2単位／情報コミュニケーション学学際研究Ⅱ　秋学期 2単位

※ 2023年4月1日時点のものです。今後変更や見直しを行う場合があります。

■  博士前期課程　科目一覧
テーマ・カテゴリー

研究サポート
情報・社会 メディア・文化 人間・コミュニケーション

行動経済学、公共政策、メディア技術と社会、
情報科学、知的財産法、国際関係論、現代政
治学、組織社会学、経済社会学、ジャーナリズム
論、現代型犯罪と刑法、社会システム論、情報
法、科学と社会、開発経済学、憲法史、イノベー
ションの実証分析、学校社会学、災害社会学

社会文化史、メディア社会史、比較文学・比較
文化、表象文化論、ジェンダー論、超域文化論、
宗教と政治、マルチ・カルチャリズム、科学史・
科学哲学、都市・空間論、演劇学

組織コミュニケーション論、認知情報論、説得コ
ミュニケーション論、家族社会学、異文化間コ
ミュニケーション、生命論、人類学と意識科学、
現代思想論、社会的人間学、公共圏・親密圏
コミュニケーション、心理学の哲学、社会心理
学、言語学

集約型外国文献講読（英語・ドイツ語・フランス
語）、フィールド・アプローチ、アカデミック・ライティ
ング、専門社会調査

※ 2023年4月1日時点のものです。今後変更や見直しを行う場合があります。
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　私は将来教師になることを目指してい
ます。教職課程で学校や教育のことを学
ぶ中で、学校教員の過酷な労働実態を知
り、この先自分が働く環境についてより
詳しく研究したいと考え、大学院に進学
することを決めました。現在は、「学校の
先生はなぜ『ブラックな仕事』だと言われ
るようになったのか」というテーマにつ
いて、教師と教師を取り巻く環境との関
係の研究をしています。本研究科では、3

つの専門領域を超え、各学生が個々の文化的背景や興味・関心を活かし
て、非常に多様でユニークな研究をしています。全く異なる研究をして
いる他の学生と交流することで、刺激をもらえることも本研究科なら
ではの魅力です。皆さんと共に切磋琢磨しあえる日が訪れることを楽
しみにしています。

2022年度 修士論文テーマ

課程博士
学位の種類 論文タイトル 授与年度

博士（情報コミュニケーション学） 横光利一による日本近代小説の心理改革 ─視覚中心主義に根差した「意識」から触覚中心主義に依拠する「情動」へ─ 2021年度
博士（情報コミュニケーション学） 現代日本社会における母親規範とその画一性に関する研究 ─ギャルママのファッションと育児を事例に─ 2021年度
博士（情報コミュニケーション学） 非近代的社会における監視実践 ──統治の技法から自己の〈配慮〉へ── 2021年度
博士（情報コミュニケーション学） ライフコースからみる現代中国女性の親子関係と家族意識 ―浙江省紹興市に在住する一人娘の例を通して― 2022年度教員情報　P.091

 竹中 克久 准教授 師事している教員は？

組織研究を専門とする竹中先生のもとで学んでいます。授業では、組織論に
関する文献を読み進めたり、自分の研究の進捗状況を報告したりしています。1
対1形式のため、私の進捗状況によって、授業の内容や進め方を先生と相談しな
がら決めています。先生からは、研究方針や参考文献など、数多くのご助言をい
ただいています。

電話を発明したのは誰か？ メディア
史を学んだ者であれば即答できないで
しょう。実際、グラハム・ベルは電話に必
要な技術の特許を最初に申請したものの、
今日我々がイメージする「電話」というメ
ディアを想定したとはいえません。メディ
アの実現には技術が必要ですが、その具
体的な用途を決定するのは社会です。メ

ディア史とは、技術と社会の相互作用的な関係を理解することにほか
なりません。この授業では、これまでのメディアの成り立ちを社会史的
な視点に基づいて講義します。ほぼすべてのメディアの成り立ちを俯
瞰し、メディアの〈いま・ここ〉を理解しましょう。もちろんそれは、メディ
アの〈これから・どこ〉を考えるためです。

メディア社会史

江下 雅之 教授
ESHITA Masayuki

情報コミュニケーション研究科 Graduate School of Information and Communication

真の「学際」研究をシミュレーション

履修モデル紹介 授業科目ピックアップ 「学際」研究を実践

具体的な課題に対して、情報コミュニケーション研究科が用意する３つのテーマ・カテゴリーからどのような科目を選び、どのように多面的なアプローチを行いながら、
「学際」研究を実践していくのかシミュレーションしてみましょう。

人工知能事例 1 事例 2 ダイバーシティとともに働く
　近年の技術革新により、人工知能の性能が格段にあがり、2045年には人工知
能が人間の知能を大きく凌駕し、人間の仕事のほとんど全てが人工知能に置き
換わる「シンギュラリティ」の時代が到来するとまで言われています。私たちは、
人工知能と人間が共存する社会について、考えなければならない時期が来てい
るでしょう。
　本研究科では、「情報科学」によって人工知能技術の基本をおさえ、「メディア
技術と社会」で技術による社会変化を扱います。また、「情報法」では人工知能が
暴走したときの法的問題を、「科学史・科学哲学」では科学技術の進歩と人間社会
の関係を歴史的な時間軸で俯瞰します。さらに、「認知情報論」では人工知能と人
間の思考の相違点を明確にし、「生命論」では機械に生命が宿る可能性を探る手
がかりを学びます。「人類学と意識科学」では脳の仕組みと人間の営みを通して
機械的人間観の問題を探ります。
　まさに人工知能の諸問題を射程においた学際的な視点を築くカリキュラムが
備わっています。

　安全やよりよい生活を求め、人々はかつてないほど大規模に国境を越えて移
動しています。日本も例外ではなく、仕事や教育のために国外に行く者、逆に仕
事や留学で来日する者が増えています。また、日本では少子高齢化による労働人
口の減少により外国人や女性、高齢者の活躍が期待され、私たちが働く場はかつ
てないほどダイバーシティに富んだものになろうとしています。
　本研究科では、「ダイバーシティとともに働く」ことにまつわる諸問題を学際
的に学ぶことができます。「組織社会学」や「組織コミュニケーション論」では、組
織文化や組織における対人コミュニケーション、動機付けなどの組織や組織に
おける行動について、「ジェンダー論」では、ジェンダーがいかに私たちの文化・
社会の中で構築されていくのかを学びます。「家族社会学」では、女性の移民や労
働や、それに伴う家族への影響、そして「異文化間コミュニケーション」では、異
なる文化的背景を持つ者同士が接触・協働する場面に起こりうる諸問題を扱い
ます。

～情報・社会系～
情報科学、メディア技術と社会、情報法

～メディア・文化系～
科学史・科学哲学

～人間・コミュニケーション系～
認知情報論、生命論、人類学と意識科学

人工知能の諸問題を扱う
視点の養成

課題達成

～情報・社会系～
組織社会学

～メディア・文化系～
ジェンダー論、マルチ・カルチャリズム

～人間・コミュニケーション系～
組織コミュニケーション論、家族社会学、

異文化間コミュニケーション

ダイバーシティの諸問題を
扱う視点の養成

課題達成

▲

新型コロナ危機下における米中貿易戦争の日本への影響 ―日本の経済安全保障政策に着目して―▲

「肖戦事件における法的諸問題」 ―特に著作権、人格権、インターネット上における侮辱について―▲

SNSにおける絵文字・スタンプの発展および人間関係に与える影響 ―LINEを例として―▲

自治体からのソーシャルメディアによる情報発信の効果に関する研究 ―TikTokを中心に―▲

中国ネット世論の変遷及び新意見階層の論考 ―中国の「医患関係」を事例として―▲

SNS におけるアイドルファンコミュニティのアイデンティティの構築  
―推し活と応援グッズの着用に基づいて―▲

ブルガリア新体操作品と民族芸術 ―新体操の沿革と採点規則の視点から―▲

中国インターネット・アクティビズムにおけるネットユーザーの自己表現▲

中国における男性像に関連する言葉をめぐる闘争  
―サブカルチャーとしての〈小鮮肉（シャオシェンロウ）〉を中心に―▲

グローバルバーチャルチームにおけるジョブデマンドと従業員の心理的ウェルビーイング  
―変革型リーダーシップの調整効果―▲

Twitterにおける羞恥感と心理的距離の関連性に関する考察

▲

SNSにおける情報のエンゲージメントに影響されやすい理由の検討  
―ユニークネス欲求と批判的思考態度の視点から―▲

映画『ジョーカー』のファンタジー・テーマ分析  
―アンチヒーローのソーシャル・ファンタジーに関する考察―▲

現代社会における対話の可能性と挑戦  
―映画『人生はローリングストーン』における対話コミュニケーション分析―▲

『万引き家族』の物語論分析 ―社会から可視化されない人々の生存戦略の考察―▲

中国都市部における教育不安と母親役割の再検討 ―北京市を事例として―▲

中期親子関係における親世代の援助と見返り ―重慶市都市部における親子を中心に―▲

留学生の帰国に影響する要因に関する研究 ―コロナ禍における在日中国人留学生を対象に―▲

日本で仕事経験がある中国人女性の帰国要因 ―インタビュー調査をもとに―▲

中国都市部における80年代と90年代生まれの男女の家庭内役割分業  
―理想と現実の間の葛藤をめぐって―▲

メディアの変遷とオリジナルの変容 ―ルネサンスから情報社会まで―

近年の博士学位授与

院生からのメッセージ

刺激に満ちた研究生活 ここから学問の道へ

博士前期課程 博士前期課程Master’s Program Master’s Program

　高度情報社会の急速な発展に伴い、諸
課題も複雑になっており、それぞれの現
象を明らかにするために、国際的・学際的
に探究することが大切です。私は、学部時
代にコミュニケーション研究を専攻して
いましたが、知識が不十分であり、自身の
視野を広げるために日本に留学し、「学際」
を目指して「いま」と向き合う情報コミュ
ニケーション研究科へ進学しました。実
際に様々な分野の授業に参加することで、

学際的知識を身につけることができ、各先生から、多角的な視点で意見
を頂くことができます。一方、日本語面で苦労することも多いですが、先
生、先輩、同級生に助けられ、充実した日々を送っております。大学院は、
私にとって一人で勉強する場所ではなく、みんなと一緒に学問に励むと
ころです。

教員情報　P.092

 江下 雅之 教授 師事している教員は？

　江下雅之先生は、メディアの〈これから・どこ〉を把握するため、その〈いま・ここ〉
への理解が大切になると提唱し、「メディア社会史」として、メディア、特にSNS
を中心に研究を展開されています。江下先生のもとで、学術的指導を受ける一方、
メディア・リテラシーを磨くことも出来ます。

塗 家輝
TU Jiahui

情報コミュニケーション学専攻
博士前期課程 2年

星 幸穂
HOSHI Yukiho

情報コミュニケーション学専攻
博士前期課程 2年

本研究室の研究テーマは「知的財産法」
です。「知的財産」の法分野は、普通考えら
れるよりも、相当に広い範囲をカバーし
ています。発明という技術思想を保護す
る特許法、小説や音楽などの創作的表現
を保護する著作権法はもちろん、有名人
に備わる顧客吸引力を保護するパブリシ
ティ権なども知的財産に含まれます。本

研究室での研究は、実定法の解釈論が基礎とはなりますが、「価値ある
情報」のうち何を「知的財産」として保護するべきなのか、ということ自
体も問題とするので、立法論も展開します。何のために知的財産の保護
が正当化されるのか、その保護は人類を裨益しているのか、といった根
本問題も視野にいれて深みのある研究を行いましょう。

知的財産法

今村 哲也 教授
IMAMURA Tetsuya

本研究室では、社会論争から映画批評
までを扱うメディア批評の方法論を学び
ます。レトリック分析では、どのように公
的言説が社会的コンセンサスを形成し、
人々の協調行動を促すように歴史の転換
点で選択に影響を与えたかを研究します。
また大衆文化を「政治的闘争の場」と考え
るカルチュラル・スタディーズでは、利害

関係を持った発信源からの「暗号化」された意味をそれぞれ異なった立
場の聴衆が「解読」するというリテラシーの問題を考えます。例えば、ジェ
ンダーやステレオタイプは「社会的現実」に過ぎないにもかかわらず、
そうした現実に人々が参加することで影響されます。フェイクニュー
ス時代のメディア・テクストを批判的に研究してみましょう。

説得コミュニケーション論

鈴木 健 教授
SUZUKI Takeshi

研究は日本語と英語で十分というわけ
にはいきません。少なくとも人文・社会科
学の領域で研究するならばこれは三つの
点で誤っています。確かに多くの重要な
研究は英語か日本語に翻訳されています
が、研究の世界では翻訳に依存していて
は面白く新奇なものに出会えません。ま
た、専門によりますが、個別の言語を習熟

し、テキストを生きたかたちで理解することは大事です。そして、なに
よりも大学（university）の理念は、普遍性（universality）にあります。あ
らゆる知を包括しうる場所が大学であり、その基本言語が限定されて
いいわけありません。面白い研究に出会うためにも、英語以外の外国語
の習熟は必要です。

集約型外国文献講読
（ドイツ語）

宮本 真也 教授
MIYAMOTO Shinya
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　私は将来教師になることを目指してい
ます。教職課程で学校や教育のことを学
ぶ中で、学校教員の過酷な労働実態を知
り、この先自分が働く環境についてより
詳しく研究したいと考え、大学院に進学
することを決めました。現在は、「学校の
先生はなぜ『ブラックな仕事』だと言われ
るようになったのか」というテーマにつ
いて、教師と教師を取り巻く環境との関
係の研究をしています。本研究科では、3

つの専門領域を超え、各学生が個々の文化的背景や興味・関心を活かし
て、非常に多様でユニークな研究をしています。全く異なる研究をして
いる他の学生と交流することで、刺激をもらえることも本研究科なら
ではの魅力です。皆さんと共に切磋琢磨しあえる日が訪れることを楽
しみにしています。

2022年度 修士論文テーマ

課程博士
学位の種類 論文タイトル 授与年度

博士（情報コミュニケーション学） 横光利一による日本近代小説の心理改革 ─視覚中心主義に根差した「意識」から触覚中心主義に依拠する「情動」へ─ 2021年度
博士（情報コミュニケーション学） 現代日本社会における母親規範とその画一性に関する研究 ─ギャルママのファッションと育児を事例に─ 2021年度
博士（情報コミュニケーション学） 非近代的社会における監視実践 ──統治の技法から自己の〈配慮〉へ── 2021年度
博士（情報コミュニケーション学） ライフコースからみる現代中国女性の親子関係と家族意識 ―浙江省紹興市に在住する一人娘の例を通して― 2022年度教員情報　P.091

 竹中 克久 准教授 師事している教員は？

組織研究を専門とする竹中先生のもとで学んでいます。授業では、組織論に
関する文献を読み進めたり、自分の研究の進捗状況を報告したりしています。1
対1形式のため、私の進捗状況によって、授業の内容や進め方を先生と相談しな
がら決めています。先生からは、研究方針や参考文献など、数多くのご助言をい
ただいています。

電話を発明したのは誰か？ メディア
史を学んだ者であれば即答できないで
しょう。実際、グラハム・ベルは電話に必
要な技術の特許を最初に申請したものの、
今日我々がイメージする「電話」というメ
ディアを想定したとはいえません。メディ
アの実現には技術が必要ですが、その具
体的な用途を決定するのは社会です。メ

ディア史とは、技術と社会の相互作用的な関係を理解することにほか
なりません。この授業では、これまでのメディアの成り立ちを社会史的
な視点に基づいて講義します。ほぼすべてのメディアの成り立ちを俯
瞰し、メディアの〈いま・ここ〉を理解しましょう。もちろんそれは、メディ
アの〈これから・どこ〉を考えるためです。

メディア社会史

江下 雅之 教授
ESHITA Masayuki

情報コミュニケーション研究科 Graduate School of Information and Communication

真の「学際」研究をシミュレーション

履修モデル紹介 授業科目ピックアップ 「学際」研究を実践

具体的な課題に対して、情報コミュニケーション研究科が用意する３つのテーマ・カテゴリーからどのような科目を選び、どのように多面的なアプローチを行いながら、
「学際」研究を実践していくのかシミュレーションしてみましょう。

人工知能事例 1 事例 2 ダイバーシティとともに働く
　近年の技術革新により、人工知能の性能が格段にあがり、2045年には人工知
能が人間の知能を大きく凌駕し、人間の仕事のほとんど全てが人工知能に置き
換わる「シンギュラリティ」の時代が到来するとまで言われています。私たちは、
人工知能と人間が共存する社会について、考えなければならない時期が来てい
るでしょう。
　本研究科では、「情報科学」によって人工知能技術の基本をおさえ、「メディア
技術と社会」で技術による社会変化を扱います。また、「情報法」では人工知能が
暴走したときの法的問題を、「科学史・科学哲学」では科学技術の進歩と人間社会
の関係を歴史的な時間軸で俯瞰します。さらに、「認知情報論」では人工知能と人
間の思考の相違点を明確にし、「生命論」では機械に生命が宿る可能性を探る手
がかりを学びます。「人類学と意識科学」では脳の仕組みと人間の営みを通して
機械的人間観の問題を探ります。
　まさに人工知能の諸問題を射程においた学際的な視点を築くカリキュラムが
備わっています。

　安全やよりよい生活を求め、人々はかつてないほど大規模に国境を越えて移
動しています。日本も例外ではなく、仕事や教育のために国外に行く者、逆に仕
事や留学で来日する者が増えています。また、日本では少子高齢化による労働人
口の減少により外国人や女性、高齢者の活躍が期待され、私たちが働く場はかつ
てないほどダイバーシティに富んだものになろうとしています。
　本研究科では、「ダイバーシティとともに働く」ことにまつわる諸問題を学際
的に学ぶことができます。「組織社会学」や「組織コミュニケーション論」では、組
織文化や組織における対人コミュニケーション、動機付けなどの組織や組織に
おける行動について、「ジェンダー論」では、ジェンダーがいかに私たちの文化・
社会の中で構築されていくのかを学びます。「家族社会学」では、女性の移民や労
働や、それに伴う家族への影響、そして「異文化間コミュニケーション」では、異
なる文化的背景を持つ者同士が接触・協働する場面に起こりうる諸問題を扱い
ます。

～情報・社会系～
情報科学、メディア技術と社会、情報法

～メディア・文化系～
科学史・科学哲学

～人間・コミュニケーション系～
認知情報論、生命論、人類学と意識科学

人工知能の諸問題を扱う
視点の養成

課題達成

～情報・社会系～
組織社会学

～メディア・文化系～
ジェンダー論、マルチ・カルチャリズム

～人間・コミュニケーション系～
組織コミュニケーション論、家族社会学、

異文化間コミュニケーション

ダイバーシティの諸問題を
扱う視点の養成

課題達成

▲

新型コロナ危機下における米中貿易戦争の日本への影響 ―日本の経済安全保障政策に着目して―▲

「肖戦事件における法的諸問題」 ―特に著作権、人格権、インターネット上における侮辱について―▲

SNSにおける絵文字・スタンプの発展および人間関係に与える影響 ―LINEを例として―▲

自治体からのソーシャルメディアによる情報発信の効果に関する研究 ―TikTokを中心に―▲

中国ネット世論の変遷及び新意見階層の論考 ―中国の「医患関係」を事例として―▲

SNS におけるアイドルファンコミュニティのアイデンティティの構築  
―推し活と応援グッズの着用に基づいて―▲

ブルガリア新体操作品と民族芸術 ―新体操の沿革と採点規則の視点から―▲

中国インターネット・アクティビズムにおけるネットユーザーの自己表現▲

中国における男性像に関連する言葉をめぐる闘争  
―サブカルチャーとしての〈小鮮肉（シャオシェンロウ）〉を中心に―▲

グローバルバーチャルチームにおけるジョブデマンドと従業員の心理的ウェルビーイング  
―変革型リーダーシップの調整効果―▲

Twitterにおける羞恥感と心理的距離の関連性に関する考察

▲

SNSにおける情報のエンゲージメントに影響されやすい理由の検討  
―ユニークネス欲求と批判的思考態度の視点から―▲

映画『ジョーカー』のファンタジー・テーマ分析  
―アンチヒーローのソーシャル・ファンタジーに関する考察―▲

現代社会における対話の可能性と挑戦  
―映画『人生はローリングストーン』における対話コミュニケーション分析―▲

『万引き家族』の物語論分析 ―社会から可視化されない人々の生存戦略の考察―▲

中国都市部における教育不安と母親役割の再検討 ―北京市を事例として―▲

中期親子関係における親世代の援助と見返り ―重慶市都市部における親子を中心に―▲

留学生の帰国に影響する要因に関する研究 ―コロナ禍における在日中国人留学生を対象に―▲

日本で仕事経験がある中国人女性の帰国要因 ―インタビュー調査をもとに―▲

中国都市部における80年代と90年代生まれの男女の家庭内役割分業  
―理想と現実の間の葛藤をめぐって―▲

メディアの変遷とオリジナルの変容 ―ルネサンスから情報社会まで―

近年の博士学位授与

院生からのメッセージ

刺激に満ちた研究生活 ここから学問の道へ

博士前期課程 博士前期課程Master’s Program Master’s Program

　高度情報社会の急速な発展に伴い、諸
課題も複雑になっており、それぞれの現
象を明らかにするために、国際的・学際的
に探究することが大切です。私は、学部時
代にコミュニケーション研究を専攻して
いましたが、知識が不十分であり、自身の
視野を広げるために日本に留学し、「学際」
を目指して「いま」と向き合う情報コミュ
ニケーション研究科へ進学しました。実
際に様々な分野の授業に参加することで、

学際的知識を身につけることができ、各先生から、多角的な視点で意見
を頂くことができます。一方、日本語面で苦労することも多いですが、先
生、先輩、同級生に助けられ、充実した日々を送っております。大学院は、
私にとって一人で勉強する場所ではなく、みんなと一緒に学問に励むと
ころです。

教員情報　P.092

 江下 雅之 教授 師事している教員は？

　江下雅之先生は、メディアの〈これから・どこ〉を把握するため、その〈いま・ここ〉
への理解が大切になると提唱し、「メディア社会史」として、メディア、特にSNS
を中心に研究を展開されています。江下先生のもとで、学術的指導を受ける一方、
メディア・リテラシーを磨くことも出来ます。

塗 家輝
TU Jiahui

情報コミュニケーション学専攻
博士前期課程 2年

星 幸穂
HOSHI Yukiho

情報コミュニケーション学専攻
博士前期課程 2年

本研究室の研究テーマは「知的財産法」
です。「知的財産」の法分野は、普通考えら
れるよりも、相当に広い範囲をカバーし
ています。発明という技術思想を保護す
る特許法、小説や音楽などの創作的表現
を保護する著作権法はもちろん、有名人
に備わる顧客吸引力を保護するパブリシ
ティ権なども知的財産に含まれます。本

研究室での研究は、実定法の解釈論が基礎とはなりますが、「価値ある
情報」のうち何を「知的財産」として保護するべきなのか、ということ自
体も問題とするので、立法論も展開します。何のために知的財産の保護
が正当化されるのか、その保護は人類を裨益しているのか、といった根
本問題も視野にいれて深みのある研究を行いましょう。

知的財産法

今村 哲也 教授
IMAMURA Tetsuya

本研究室では、社会論争から映画批評
までを扱うメディア批評の方法論を学び
ます。レトリック分析では、どのように公
的言説が社会的コンセンサスを形成し、
人々の協調行動を促すように歴史の転換
点で選択に影響を与えたかを研究します。
また大衆文化を「政治的闘争の場」と考え
るカルチュラル・スタディーズでは、利害

関係を持った発信源からの「暗号化」された意味をそれぞれ異なった立
場の聴衆が「解読」するというリテラシーの問題を考えます。例えば、ジェ
ンダーやステレオタイプは「社会的現実」に過ぎないにもかかわらず、
そうした現実に人々が参加することで影響されます。フェイクニュー
ス時代のメディア・テクストを批判的に研究してみましょう。

説得コミュニケーション論

鈴木 健 教授
SUZUKI Takeshi

研究は日本語と英語で十分というわけ
にはいきません。少なくとも人文・社会科
学の領域で研究するならばこれは三つの
点で誤っています。確かに多くの重要な
研究は英語か日本語に翻訳されています
が、研究の世界では翻訳に依存していて
は面白く新奇なものに出会えません。ま
た、専門によりますが、個別の言語を習熟

し、テキストを生きたかたちで理解することは大事です。そして、なに
よりも大学（university）の理念は、普遍性（universality）にあります。あ
らゆる知を包括しうる場所が大学であり、その基本言語が限定されて
いいわけありません。面白い研究に出会うためにも、英語以外の外国語
の習熟は必要です。

集約型外国文献講読
（ドイツ語）

宮本 真也 教授
MIYAMOTO Shinya

088    089    Meiji University Graduate School Meiji University Graduate School

M
eiji U

niversity G
raduate School

G
raduate School of Inform

ation and C
om

m
unication

情
報
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
研
究
科

研究サポート人間・コミュニケーション系

メディア・文化系情報・社会系

　私は将来教師になることを目指してい
ます。教職課程で学校や教育のことを学
ぶ中で、学校教員の過酷な労働実態を知
り、この先自分が働く環境についてより
詳しく研究したいと考え、大学院に進学
することを決めました。現在は、「学校の
先生はなぜ『ブラックな仕事』だと言われ
るようになったのか」というテーマにつ
いて、教師と教師を取り巻く環境との関
係の研究をしています。本研究科では、3

つの専門領域を超え、各学生が個々の文化的背景や興味・関心を活かし
て、非常に多様でユニークな研究をしています。全く異なる研究をして
いる他の学生と交流することで、刺激をもらえることも本研究科なら
ではの魅力です。皆さんと共に切磋琢磨しあえる日が訪れることを楽
しみにしています。

2022年度 修士論文テーマ

課程博士
学位の種類 論文タイトル 授与年度

博士（情報コミュニケーション学） 横光利一による日本近代小説の心理改革 ─視覚中心主義に根差した「意識」から触覚中心主義に依拠する「情動」へ─ 2021年度
博士（情報コミュニケーション学） 現代日本社会における母親規範とその画一性に関する研究 ─ギャルママのファッションと育児を事例に─ 2021年度
博士（情報コミュニケーション学） 非近代的社会における監視実践 ──統治の技法から自己の〈配慮〉へ── 2021年度
博士（情報コミュニケーション学） ライフコースからみる現代中国女性の親子関係と家族意識 ―浙江省紹興市に在住する一人娘の例を通して― 2022年度教員情報　P.091

 竹中 克久 准教授 師事している教員は？

組織研究を専門とする竹中先生のもとで学んでいます。授業では、組織論に
関する文献を読み進めたり、自分の研究の進捗状況を報告したりしています。1
対1形式のため、私の進捗状況によって、授業の内容や進め方を先生と相談しな
がら決めています。先生からは、研究方針や参考文献など、数多くのご助言をい
ただいています。

電話を発明したのは誰か？ メディア
史を学んだ者であれば即答できないで
しょう。実際、グラハム・ベルは電話に必
要な技術の特許を最初に申請したものの、
今日我々がイメージする「電話」というメ
ディアを想定したとはいえません。メディ
アの実現には技術が必要ですが、その具
体的な用途を決定するのは社会です。メ

ディア史とは、技術と社会の相互作用的な関係を理解することにほか
なりません。この授業では、これまでのメディアの成り立ちを社会史的
な視点に基づいて講義します。ほぼすべてのメディアの成り立ちを俯
瞰し、メディアの〈いま・ここ〉を理解しましょう。もちろんそれは、メディ
アの〈これから・どこ〉を考えるためです。

メディア社会史

江下 雅之 教授
ESHITA Masayuki

情報コミュニケーション研究科 Graduate School of Information and Communication

真の「学際」研究をシミュレーション

履修モデル紹介 授業科目ピックアップ 「学際」研究を実践

具体的な課題に対して、情報コミュニケーション研究科が用意する３つのテーマ・カテゴリーからどのような科目を選び、どのように多面的なアプローチを行いながら、
「学際」研究を実践していくのかシミュレーションしてみましょう。

人工知能事例 1 事例 2 ダイバーシティとともに働く
　近年の技術革新により、人工知能の性能が格段にあがり、2045年には人工知
能が人間の知能を大きく凌駕し、人間の仕事のほとんど全てが人工知能に置き
換わる「シンギュラリティ」の時代が到来するとまで言われています。私たちは、
人工知能と人間が共存する社会について、考えなければならない時期が来てい
るでしょう。
　本研究科では、「情報科学」によって人工知能技術の基本をおさえ、「メディア
技術と社会」で技術による社会変化を扱います。また、「情報法」では人工知能が
暴走したときの法的問題を、「科学史・科学哲学」では科学技術の進歩と人間社会
の関係を歴史的な時間軸で俯瞰します。さらに、「認知情報論」では人工知能と人
間の思考の相違点を明確にし、「生命論」では機械に生命が宿る可能性を探る手
がかりを学びます。「人類学と意識科学」では脳の仕組みと人間の営みを通して
機械的人間観の問題を探ります。
　まさに人工知能の諸問題を射程においた学際的な視点を築くカリキュラムが
備わっています。

　安全やよりよい生活を求め、人々はかつてないほど大規模に国境を越えて移
動しています。日本も例外ではなく、仕事や教育のために国外に行く者、逆に仕
事や留学で来日する者が増えています。また、日本では少子高齢化による労働人
口の減少により外国人や女性、高齢者の活躍が期待され、私たちが働く場はかつ
てないほどダイバーシティに富んだものになろうとしています。
　本研究科では、「ダイバーシティとともに働く」ことにまつわる諸問題を学際
的に学ぶことができます。「組織社会学」や「組織コミュニケーション論」では、組
織文化や組織における対人コミュニケーション、動機付けなどの組織や組織に
おける行動について、「ジェンダー論」では、ジェンダーがいかに私たちの文化・
社会の中で構築されていくのかを学びます。「家族社会学」では、女性の移民や労
働や、それに伴う家族への影響、そして「異文化間コミュニケーション」では、異
なる文化的背景を持つ者同士が接触・協働する場面に起こりうる諸問題を扱い
ます。

～情報・社会系～
情報科学、メディア技術と社会、情報法

～メディア・文化系～
科学史・科学哲学

～人間・コミュニケーション系～
認知情報論、生命論、人類学と意識科学

人工知能の諸問題を扱う
視点の養成

課題達成

～情報・社会系～
組織社会学

～メディア・文化系～
ジェンダー論、マルチ・カルチャリズム

～人間・コミュニケーション系～
組織コミュニケーション論、家族社会学、

異文化間コミュニケーション

ダイバーシティの諸問題を
扱う視点の養成

課題達成

▲

新型コロナ危機下における米中貿易戦争の日本への影響 ―日本の経済安全保障政策に着目して―▲

「肖戦事件における法的諸問題」 ―特に著作権、人格権、インターネット上における侮辱について―▲

SNSにおける絵文字・スタンプの発展および人間関係に与える影響 ―LINEを例として―▲

自治体からのソーシャルメディアによる情報発信の効果に関する研究 ―TikTokを中心に―▲

中国ネット世論の変遷及び新意見階層の論考 ―中国の「医患関係」を事例として―▲

SNS におけるアイドルファンコミュニティのアイデンティティの構築  
―推し活と応援グッズの着用に基づいて―▲

ブルガリア新体操作品と民族芸術 ―新体操の沿革と採点規則の視点から―▲

中国インターネット・アクティビズムにおけるネットユーザーの自己表現▲

中国における男性像に関連する言葉をめぐる闘争  
―サブカルチャーとしての〈小鮮肉（シャオシェンロウ）〉を中心に―▲

グローバルバーチャルチームにおけるジョブデマンドと従業員の心理的ウェルビーイング  
―変革型リーダーシップの調整効果―▲

Twitterにおける羞恥感と心理的距離の関連性に関する考察

▲

SNSにおける情報のエンゲージメントに影響されやすい理由の検討  
―ユニークネス欲求と批判的思考態度の視点から―▲

映画『ジョーカー』のファンタジー・テーマ分析  
―アンチヒーローのソーシャル・ファンタジーに関する考察―▲

現代社会における対話の可能性と挑戦  
―映画『人生はローリングストーン』における対話コミュニケーション分析―▲

『万引き家族』の物語論分析 ―社会から可視化されない人々の生存戦略の考察―▲

中国都市部における教育不安と母親役割の再検討 ―北京市を事例として―▲

中期親子関係における親世代の援助と見返り ―重慶市都市部における親子を中心に―▲

留学生の帰国に影響する要因に関する研究 ―コロナ禍における在日中国人留学生を対象に―▲

日本で仕事経験がある中国人女性の帰国要因 ―インタビュー調査をもとに―▲

中国都市部における80年代と90年代生まれの男女の家庭内役割分業  
―理想と現実の間の葛藤をめぐって―▲

メディアの変遷とオリジナルの変容 ―ルネサンスから情報社会まで―

近年の博士学位授与

院生からのメッセージ

刺激に満ちた研究生活 ここから学問の道へ

博士前期課程 博士前期課程Master’s Program Master’s Program

　高度情報社会の急速な発展に伴い、諸
課題も複雑になっており、それぞれの現
象を明らかにするために、国際的・学際的
に探究することが大切です。私は、学部時
代にコミュニケーション研究を専攻して
いましたが、知識が不十分であり、自身の
視野を広げるために日本に留学し、「学際」
を目指して「いま」と向き合う情報コミュ
ニケーション研究科へ進学しました。実
際に様々な分野の授業に参加することで、

学際的知識を身につけることができ、各先生から、多角的な視点で意見
を頂くことができます。一方、日本語面で苦労することも多いですが、先
生、先輩、同級生に助けられ、充実した日々を送っております。大学院は、
私にとって一人で勉強する場所ではなく、みんなと一緒に学問に励むと
ころです。

教員情報　P.092

 江下 雅之 教授 師事している教員は？

　江下雅之先生は、メディアの〈これから・どこ〉を把握するため、その〈いま・ここ〉
への理解が大切になると提唱し、「メディア社会史」として、メディア、特にSNS
を中心に研究を展開されています。江下先生のもとで、学術的指導を受ける一方、
メディア・リテラシーを磨くことも出来ます。

塗 家輝
TU Jiahui

情報コミュニケーション学専攻
博士前期課程 2年

星 幸穂
HOSHI Yukiho

情報コミュニケーション学専攻
博士前期課程 2年

本研究室の研究テーマは「知的財産法」
です。「知的財産」の法分野は、普通考えら
れるよりも、相当に広い範囲をカバーし
ています。発明という技術思想を保護す
る特許法、小説や音楽などの創作的表現
を保護する著作権法はもちろん、有名人
に備わる顧客吸引力を保護するパブリシ
ティ権なども知的財産に含まれます。本

研究室での研究は、実定法の解釈論が基礎とはなりますが、「価値ある
情報」のうち何を「知的財産」として保護するべきなのか、ということ自
体も問題とするので、立法論も展開します。何のために知的財産の保護
が正当化されるのか、その保護は人類を裨益しているのか、といった根
本問題も視野にいれて深みのある研究を行いましょう。

知的財産法

今村 哲也 教授
IMAMURA Tetsuya

本研究室では、社会論争から映画批評
までを扱うメディア批評の方法論を学び
ます。レトリック分析では、どのように公
的言説が社会的コンセンサスを形成し、
人々の協調行動を促すように歴史の転換
点で選択に影響を与えたかを研究します。
また大衆文化を「政治的闘争の場」と考え
るカルチュラル・スタディーズでは、利害

関係を持った発信源からの「暗号化」された意味をそれぞれ異なった立
場の聴衆が「解読」するというリテラシーの問題を考えます。例えば、ジェ
ンダーやステレオタイプは「社会的現実」に過ぎないにもかかわらず、
そうした現実に人々が参加することで影響されます。フェイクニュー
ス時代のメディア・テクストを批判的に研究してみましょう。

説得コミュニケーション論

鈴木 健 教授
SUZUKI Takeshi

研究は日本語と英語で十分というわけ
にはいきません。少なくとも人文・社会科
学の領域で研究するならばこれは三つの
点で誤っています。確かに多くの重要な
研究は英語か日本語に翻訳されています
が、研究の世界では翻訳に依存していて
は面白く新奇なものに出会えません。ま
た、専門によりますが、個別の言語を習熟

し、テキストを生きたかたちで理解することは大事です。そして、なに
よりも大学（university）の理念は、普遍性（universality）にあります。あ
らゆる知を包括しうる場所が大学であり、その基本言語が限定されて
いいわけありません。面白い研究に出会うためにも、英語以外の外国語
の習熟は必要です。

集約型外国文献講読
（ドイツ語）

宮本 真也 教授
MIYAMOTO Shinya



090    091    Meiji University Graduate School Meiji University Graduate School

M
eiji U

niversity G
raduate School

G
raduate School of Inform

ation and C
om

m
unication

情
報
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
研
究
科

情報コミュニケーション研究科 Graduate School of Information and Communication

情報コミュニケーション研究科の研究プロジェクト

情報コミュニケーション研究科では、学際的で独自の研究を志す大学院生を広く募集していますが、以下に示す研究プロジェクトに参加しながら、研究を進め
ることもできます。
参加希望者は、該当研究プロジェクトを担当する研究指導をもつ教員にコンタクトしてください。
なお、研究プロジェクト参加にあたっては、プロジェクト関連科目に関する知識や、参考文献の理解が必要となります。

アジア太平洋・パフォーミング アーツ・比較研究

担当教員 波照間 永子 教授　須田 努 教授

研究テーマ
● 東アジアを対象とした芸能・舞踊の比較研究
● アジア太平洋地域におけるパフォーミング・アーツの 
学際的研究とネットワークの構築

活動実績

● 東アジア舞踊の比較研究と共創 
（科研費 基盤研究（B）2020～2024）
● 明治大学＆成均館大学校（韓国） 
院生合同研究発表会（大学院GP 2014～）

● 明治大学アジア太平洋パフォーミング・アーツ研究所 
（http://www.riappa-meiji.jp/）

関連科目 社会文化史／表象文化論

メッセージ

　情報コミュニケーション研究科は、2014年8月、韓国の成均館大学校
大学院芸術学研究科との交流協定を締結し、国際共同研究「明治-成均
館プロジェクト」を開始しました。このプロジェクトは同年、学内GPプ
ログラムに採択され、明治と成均館の両校で表現メディアに関する院生
合同研究発表会を毎年開催しています。これを契機に、自身が所属する
国際学会でも研究成果を積極的に発信して行くことを期待します。

現代アメリカ研究

担当教員 清原 聖子 教授　鈴木 健 教授

研究テーマ
● コロナ禍のアメリカにおける政治コミュニケーションの変容
● 大統領選挙キャンペーンの研究

活動実績

●  明治大学現代アメリカ研究所、2021年度明治大学大学院研究科共同
研究「コロナ禍のアメリカにおける政治コミュニケーションの変容」

●  2021年度大学院情報コミュニケーション研究科フォーラムにて研究
発表（https://www.meiji.ac.jp/dai_in/infocom/forum2021.html）

関連科目 現代政治学／説得コミュニケーション論

メッセージ

　2020年アメリカ大統領選挙は、新型コロナウイルスの感染拡大の中
で行われ、民主党の初の「バーチャル党大会」や記録的に高い投票率など
異例ずくめの選挙となりました。本研究プロジェクトでは、これを皮切
りに学際的なアメリカ研究を行っています。定期的に研究会やシンポ
ジウムを開催し、国内外の研究者との研究交流の機会を設けていますの
で、積極的に研究活動に参加する姿勢が求められます。

科学・社会・コミュニケーション

担当教員 石川 幹人 教授　蛭川 立 准教授　宮本 真也 教授

研究テーマ

● 疑似科学広告を用いた消費者リテラシー教育
● ハイパーメリトクラシー時代における疑似科学
● 命の選別と価値づけ～人格の承認と優生思想
● 疑似科学信奉の認知心理学的背景
● 日本における補完代替医療の受容と現状

活動実績
● 疑似科学を科学的に考えるサイト（https://gijika.com）
● 明治大学科学コミュニケーション研究所（https://gijika.com/scl）

関連科目 認知情報論／現代思想論／人類学と意識科学

メッセージ
　一般市民の科学理解を向上させる活動を行っています。科学について、
特に科学的方法論とその限界について深い理解を目指し、社会的活動を
アクティブにできる大学院生を募集しています。

越境と家族

担当教員 根橋 玲子 教授　施 利平 教授

研究テーマ

● 日本で就労・生活している外国につながる人々に関する研究
　（子どもの教育戦略／アイデンティティ／日本の職場文化と適応／ライフ
コースの多様性と定住／定住・帰国の選択／世代間関係と結婚・出産／
日本の移民政策／多文化共生社会）

活動実績

● 日本で働く高度外国人材の多文化アイデンティティモデル：ダイバーシティ
経営に向けて（科研費基盤研究（C）2020～2023）

● 明治大学国際・ダイバーシティ教育研究所 
https://sites.google.com/view/meiji-university-riide/

関連科目 異文化間コミュニケーション／家族社会学

メッセージ
　グローバル化の進展に伴い、地域や国を越えて移動する個人や家族が増
えています。移動の動機や原動力は何か、移動先（ホスト社会）での問題や課
題は何か等を一緒に研究してみませんか。

ジェンダー・カルチャー・コミュニケーション

担当教員 高馬 京子 教授　田中 洋美 准教授

研究テーマ

● ナショナル・トランスナショナルなメディア空間における 
ジェンダー規範の構築

● デジタルメディアとジェンダー
● デジタルメディアとファッション

活動実績

● 明治大学情報コミュニケーション学部ジェンダーセンター 
（https://www.meiji.ac.jp/infocom/gender/）
● 明治大学ジェンダー・カルチャー・コミュニケーション研究所
● ナショナル・トランスナショナルなメディア空間におけるジェンダー規範の
構築（科研費 基盤研究（c）2021～2025）

● 明治大学人文科学研究所「現代日本のメディアにおけるジェンダー表象：
女性誌『an・an』における女性像の変遷」

関連科目 ジェンダー論／超域文化論

メッセージ

　日本を拠点にジェンダー視点やトランスナショナルな視点からメディア文
化を研究するユニークなプロジェクトです。グローバル化・デジタル化の時
代におけるジェンダー、カルチャー、コミュニケーションの諸相についての深
い理解を目指し、研究活動をアクティブに推進できる大学院生を募集してい
ます。

教員一覧

1 情 報・社 会 系
※2023年4月1日時点のものです。今後変更や見直しを行う場合があります。

今村 哲也
IMAMURA  Tetsuya

博士（法学）
教授

研究
分野 知的財産法

【最終学歴】早稲田大学大学院　【担当授業科目】知的財産法　
【研究テーマ】過去のコンテンツ資産の権利処理の円滑化と利
用促進に関する総合的研究／地理的表示の保護に関する研究　
【主な著書・論文】『地理的表示保護制度の生成と展開』（弘文
堂、2022年）／「拡大集中許諾制度導入論の是非」（中山信弘
他編『しなやかな著作権制度に向けて―コンテンツと著作権法
の役割』信山社・2017年）／「著作権者不明等の場合の裁定制
度の在り方について」（論究ジュリスト9号p.173・2014年）

塚原 康博
TSUKAHARA  Yasuhiro

博士（経済学）
教授

研究
分野

高齢社会の公共政策／
人間行動の経済学

【最終学歴】一橋大学大学院　【担当授業科目】公共政策　【研
究テーマ】デジタル化、グローバル化、少子高齢化社会における
公共政策の実証分析　【主な著書・論文】『人間行動の経済学』
（日本評論社・2003年）／『高齢社会と医療・福祉政策』（東京
大学出版会・2005年）／『医師と患者の情報コミュニケーション』
（薬事日報社・2010年）

清原 聖子
KIYOHARA  Shoko

博士（法学）
教授

研究
分野

アメリカ政治、情報政策論、
政治コミュニケーション、選挙とIT

【最終学歴】慶應義塾大学大学院　【担当授業科目】現代政治
学　【研究テーマ】コロナ禍のアメリカにおける政治コミュニケー
ションの変容　【主な著書・論文】『教養としてのアメリカ研究』
（編著、大学教育出版、2021年）／『フェイクニュースに震撼す
る民主主義─日米韓の国際比較研究』（編著、大学教育出版、
2019年）／『ネット選挙が変える政治と社会ー日米韓に見る新
たな「公共圏」の姿』（共編、慶應義塾大学出版会、2013年）／
『インターネットが変える選挙ー米韓比較と日本の展望』（共編、
慶應義塾大学出版会、2011年）

小林 秀行
KOBAYASHI  Hideyuki

博士
（社会情報学）

准教授

研究
分野 災害社会学、災害情報論 

【最終学歴】東京大学大学院　【担当授業科目】災害社会学　
【研究テーマ】防災・減災、災害復興、災害情報、コミュニティ　
【主な著書・論文】（著書）小林秀行 ,2020,『初動期大規模災害
復興の実証的研究』東信堂／（論文）小林秀行，2020,「「象徴
化された復興像」に関する研究一被災住民が災害復興の政治
的な主体となるための道具立てを視点として一」『日本災害復
興学会論文集』(16),pp.1-13／小林秀行，2020,「『災害復興』
の含意をめぐる一考察」『日本災害復興学会論文集』
(15),pp.159-168

鈴木 健人
SUZUKI  Taketo

博士（政治学）
教授

研究
分野

国際関係論研究、国際安全保障、
冷戦史、アメリカ外交

【最終学歴】学習院大学大学院　【担当授業科目】国際関係論　
【研究テーマ】G・ケナンの封じ込め構想の研究、および米英同
盟とその世界戦略を中心に冷戦史を研究　【主な著書・論文】
『米中争覇とアジア太平洋：関与と封じ込めの二元論を超えて』
（共編著・有信堂・2021年）／『「封じ込め」構想と米国世界戦
略―ジョージ・Ｆ・ケナンの思想と行動、1931年～1952年』（単
著・渓水社・2002年）／『問題解決のコミュニケーション：学際
的アプローチ』（共著・白桃書房・2012年）／『国際関係論と歴
史学の間で―斉藤孝の人と学問』（共著・彩流社・2012年）

大黒 岳彦
DAIKOKU  Takehiko

教授
研究
分野

メディア、情報社会の
哲学的思想的研究

【最終学歴】東京大学大学院　【担当授業科目】メディア技術と
社会　【研究テーマ】身体メディア論、電子メディア論を軸とした
「メディアの基礎理論」の構築　【主な著書・論文】『〈メディア〉
の哲学─ルーマン社会システム論の射程と限界』（NTT出版）／
『謎としての“現代”　─情報社会時代の哲学入門』（春秋社）／
『「情報社会」とは何か？─〈メディア論への前哨〉』（NTT出版）／
『情報社会の〈哲学〉─グーグル・ビッグデータ・人工知能』（勁
草書房）／『ヴァーチャル社会の〈哲学〉─ビットコイン・VR・ポ
ストトゥルース』（青土社）

竹中 克久
TAKENAKA  Katsuhisa

博士（学術）
准教授

研究
分野 理論社会学／組織研究

【最終学歴】神戸大学大学院　【担当授業科目】組織社会学　
【研究テーマ】組織とコミュニケーションの理論的考察／組織に
おける文化とシンボルの社会学的研究　【主な著書・論文】『組
織の理論社会学―社会・コミュニケーション・人間』（単著・文
眞堂・2013年）／「組織文化研究における批判的経営研究
（CMS）の可能性―組織文化の『負』の側面の分析に向けて」『現
代社会学理論研究』11／「組織秩序の形成と解体を説明する
オルタナティブ―組織目的、組織文化、そして組織美学」『組織
科学』41（2）

阿部 力也
ABE  Rikiya

教授
研究
分野 刑法

島田 剛
SHIMADA  Go

博士（学術）
教授

研究
分野

国際経済学、開発経済学、
国際関係論・国際協力

【最終学歴】早稲田大学大学院　【担当授業科目】開発経済学　
【研究テーマ】開発経済、産業開発、ソーシャルキャピタル、国連
研究、災害復興　【主な著書・論文】Hosono, Akio, John 
Page and Go Shimada. 2020. eds. Workers, Managers, 
Product iv i ty:  Kaizen in Developing Countr ies . 
Singapore: Palgrave Macmillan. Shimada, Go. 2015. 
“The role of social capital after disasters: An empirical 
study of Japan based on Time-Series-Cross-Section 
(TSCS) data from 1981 to 2012.” International Journal 
of Disaster Risk Reduction 14:388-394. 

【最終学歴】明治大学大学院　【担当授業科目】現代型犯罪と刑
法　【研究テーマ】共同正犯の構造に関する比較法的アプローチ、
正犯と共犯の区別問題　【主な著書・論文】「承継的共同正犯の
成立範囲について－日髙博士の所説を参考にして－」／『日髙義
博先生古稀祝賀論文集（上巻）』（2018年・成文堂）523-524頁／
「共同正犯の帰属原理－行為帰属説の再検討－」『法律論叢』89
巻2・3合併号（2017年・明治大学法律研究所）1-21頁／「承継
的共同正犯について－部分的肯定説の再検討－」『川端博先生
古稀祝賀記念論文集（上巻）』（2014年・成文堂）531-556頁／
『刑法総論講義案』阿部力也（2019年・成文堂）1-183頁、その他

鈴木 雅博
SUZUKI  Masahiro

博士（教育学）
准教授

研究
分野

学校組織研究、教育社会学、教育経営
学、教育行政学、エスノメソドロジー

【最終学歴】東京大学大学院　【担当授業科目】学校社会学　
【研究テーマ】学校組織における教師間相互行為分析　【主な
著書・論文】『学校組織の解剖学：実践のなかの制度と文化』（勁
草書房・2022年）／『これからの教師研究 : 20の事例にみる教
師研究方法論』（共著・東京図書・2021年）／｢学校研究におけ
る組織エスノグラフィーの現在」（『社会と調査』(26)、28-35頁・
2021年）

田村 理
TAMURA  Oasmu

博士（法学）
教授

研究
分野 憲法学、フランス憲法史

【最終学歴】一橋大学大学院　【担当授業科目】憲法史　【研究
テーマ】フランス革命期における憲法が、政治・社会・文化に与
えた影響の研究　【主な著書・論文】『投票方法と個人主義─
─フランス革命にみる「投票の秘密」の本質』（2007年・創文社）
／『フランス革命と財産権──財産権の「神聖不可侵」と自然
権思想』（1997年・創文社）
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情報コミュニケーション研究科 Graduate School of Information and Communication

情報コミュニケーション研究科の研究プロジェクト

情報コミュニケーション研究科では、学際的で独自の研究を志す大学院生を広く募集していますが、以下に示す研究プロジェクトに参加しながら、研究を進め
ることもできます。
参加希望者は、該当研究プロジェクトを担当する研究指導をもつ教員にコンタクトしてください。
なお、研究プロジェクト参加にあたっては、プロジェクト関連科目に関する知識や、参考文献の理解が必要となります。

アジア太平洋・パフォーミング アーツ・比較研究

担当教員 波照間 永子 教授　須田 努 教授

研究テーマ
● 東アジアを対象とした芸能・舞踊の比較研究
● アジア太平洋地域におけるパフォーミング・アーツの 
学際的研究とネットワークの構築

活動実績

● 東アジア舞踊の比較研究と共創 
（科研費 基盤研究（B）2020～2024）
● 明治大学＆成均館大学校（韓国） 
院生合同研究発表会（大学院GP 2014～）

● 明治大学アジア太平洋パフォーミング・アーツ研究所 
（http://www.riappa-meiji.jp/）

関連科目 社会文化史／表象文化論

メッセージ

　情報コミュニケーション研究科は、2014年8月、韓国の成均館大学校
大学院芸術学研究科との交流協定を締結し、国際共同研究「明治-成均
館プロジェクト」を開始しました。このプロジェクトは同年、学内GPプ
ログラムに採択され、明治と成均館の両校で表現メディアに関する院生
合同研究発表会を毎年開催しています。これを契機に、自身が所属する
国際学会でも研究成果を積極的に発信して行くことを期待します。

現代アメリカ研究

担当教員 清原 聖子 教授　鈴木 健 教授

研究テーマ
● コロナ禍のアメリカにおける政治コミュニケーションの変容
● 大統領選挙キャンペーンの研究

活動実績

●  明治大学現代アメリカ研究所、2021年度明治大学大学院研究科共同
研究「コロナ禍のアメリカにおける政治コミュニケーションの変容」

●  2021年度大学院情報コミュニケーション研究科フォーラムにて研究
発表（https://www.meiji.ac.jp/dai_in/infocom/forum2021.html）

関連科目 現代政治学／説得コミュニケーション論

メッセージ

　2020年アメリカ大統領選挙は、新型コロナウイルスの感染拡大の中
で行われ、民主党の初の「バーチャル党大会」や記録的に高い投票率など
異例ずくめの選挙となりました。本研究プロジェクトでは、これを皮切
りに学際的なアメリカ研究を行っています。定期的に研究会やシンポ
ジウムを開催し、国内外の研究者との研究交流の機会を設けていますの
で、積極的に研究活動に参加する姿勢が求められます。

科学・社会・コミュニケーション

担当教員 石川 幹人 教授　蛭川 立 准教授　宮本 真也 教授

研究テーマ

● 疑似科学広告を用いた消費者リテラシー教育
● ハイパーメリトクラシー時代における疑似科学
● 命の選別と価値づけ～人格の承認と優生思想
● 疑似科学信奉の認知心理学的背景
● 日本における補完代替医療の受容と現状

活動実績
● 疑似科学を科学的に考えるサイト（https://gijika.com）
● 明治大学科学コミュニケーション研究所（https://gijika.com/scl）

関連科目 認知情報論／現代思想論／人類学と意識科学

メッセージ
　一般市民の科学理解を向上させる活動を行っています。科学について、
特に科学的方法論とその限界について深い理解を目指し、社会的活動を
アクティブにできる大学院生を募集しています。

越境と家族

担当教員 根橋 玲子 教授　施 利平 教授

研究テーマ

● 日本で就労・生活している外国につながる人々に関する研究
　（子どもの教育戦略／アイデンティティ／日本の職場文化と適応／ライフ
コースの多様性と定住／定住・帰国の選択／世代間関係と結婚・出産／
日本の移民政策／多文化共生社会）

活動実績

● 日本で働く高度外国人材の多文化アイデンティティモデル：ダイバーシティ
経営に向けて（科研費基盤研究（C）2020～2023）

● 明治大学国際・ダイバーシティ教育研究所 
https://sites.google.com/view/meiji-university-riide/

関連科目 異文化間コミュニケーション／家族社会学

メッセージ
　グローバル化の進展に伴い、地域や国を越えて移動する個人や家族が増
えています。移動の動機や原動力は何か、移動先（ホスト社会）での問題や課
題は何か等を一緒に研究してみませんか。

ジェンダー・カルチャー・コミュニケーション

担当教員 高馬 京子 教授　田中 洋美 准教授

研究テーマ

● ナショナル・トランスナショナルなメディア空間における 
ジェンダー規範の構築

● デジタルメディアとジェンダー
● デジタルメディアとファッション

活動実績

● 明治大学情報コミュニケーション学部ジェンダーセンター 
（https://www.meiji.ac.jp/infocom/gender/）
● 明治大学ジェンダー・カルチャー・コミュニケーション研究所
● ナショナル・トランスナショナルなメディア空間におけるジェンダー規範の
構築（科研費 基盤研究（c）2021～2025）

● 明治大学人文科学研究所「現代日本のメディアにおけるジェンダー表象：
女性誌『an・an』における女性像の変遷」

関連科目 ジェンダー論／超域文化論

メッセージ

　日本を拠点にジェンダー視点やトランスナショナルな視点からメディア文
化を研究するユニークなプロジェクトです。グローバル化・デジタル化の時
代におけるジェンダー、カルチャー、コミュニケーションの諸相についての深
い理解を目指し、研究活動をアクティブに推進できる大学院生を募集してい
ます。

教員一覧

1 情報・社会系
※2023年4月1日時点のものです。今後変更や見直しを行う場合があります。

今村 哲也
IMAMURA  Tetsuya

博士（法学）
教授

研究
分野 知的財産法

【最終学歴】早稲田大学大学院　【担当授業科目】知的財産法　
【研究テーマ】過去のコンテンツ資産の権利処理の円滑化と利
用促進に関する総合的研究／地理的表示の保護に関する研究　
【主な著書・論文】『地理的表示保護制度の生成と展開』（弘文
堂、2022年）／「拡大集中許諾制度導入論の是非」（中山信弘
他編『しなやかな著作権制度に向けて―コンテンツと著作権法
の役割』信山社・2017年）／「著作権者不明等の場合の裁定制
度の在り方について」（論究ジュリスト9号p.173・2014年）

塚原 康博
TSUKAHARA  Yasuhiro

博士（経済学）
教授

研究
分野

高齢社会の公共政策／
人間行動の経済学

【最終学歴】一橋大学大学院　【担当授業科目】公共政策　【研
究テーマ】デジタル化、グローバル化、少子高齢化社会における
公共政策の実証分析　【主な著書・論文】『人間行動の経済学』
（日本評論社・2003年）／『高齢社会と医療・福祉政策』（東京
大学出版会・2005年）／『医師と患者の情報コミュニケーション』
（薬事日報社・2010年）

清原 聖子
KIYOHARA  Shoko

博士（法学）
教授

研究
分野

アメリカ政治、情報政策論、
政治コミュニケーション、選挙とIT

【最終学歴】慶應義塾大学大学院　【担当授業科目】現代政治
学　【研究テーマ】コロナ禍のアメリカにおける政治コミュニケー
ションの変容　【主な著書・論文】『教養としてのアメリカ研究』
（編著、大学教育出版、2021年）／『フェイクニュースに震撼す
る民主主義─日米韓の国際比較研究』（編著、大学教育出版、
2019年）／『ネット選挙が変える政治と社会ー日米韓に見る新
たな「公共圏」の姿』（共編、慶應義塾大学出版会、2013年）／
『インターネットが変える選挙ー米韓比較と日本の展望』（共編、
慶應義塾大学出版会、2011年）

小林 秀行
KOBAYASHI  Hideyuki

博士
（社会情報学）

准教授

研究
分野 災害社会学、災害情報論 

【最終学歴】東京大学大学院　【担当授業科目】災害社会学　
【研究テーマ】防災・減災、災害復興、災害情報、コミュニティ　
【主な著書・論文】（著書）小林秀行 ,2020,『初動期大規模災害
復興の実証的研究』東信堂／（論文）小林秀行，2020,「「象徴
化された復興像」に関する研究一被災住民が災害復興の政治
的な主体となるための道具立てを視点として一」『日本災害復
興学会論文集』(16),pp.1-13／小林秀行，2020,「『災害復興』
の含意をめぐる一考察」『日本災害復興学会論文集』
(15),pp.159-168

鈴木 健人
SUZUKI  Taketo

博士（政治学）
教授

研究
分野

国際関係論研究、国際安全保障、
冷戦史、アメリカ外交

【最終学歴】学習院大学大学院　【担当授業科目】国際関係論　
【研究テーマ】G・ケナンの封じ込め構想の研究、および米英同
盟とその世界戦略を中心に冷戦史を研究　【主な著書・論文】
『米中争覇とアジア太平洋：関与と封じ込めの二元論を超えて』
（共編著・有信堂・2021年）／『「封じ込め」構想と米国世界戦
略―ジョージ・Ｆ・ケナンの思想と行動、1931年～1952年』（単
著・渓水社・2002年）／『問題解決のコミュニケーション：学際
的アプローチ』（共著・白桃書房・2012年）／『国際関係論と歴
史学の間で―斉藤孝の人と学問』（共著・彩流社・2012年）

大黒 岳彦
DAIKOKU  Takehiko

教授
研究
分野

メディア、情報社会の
哲学的思想的研究

【最終学歴】東京大学大学院　【担当授業科目】メディア技術と
社会　【研究テーマ】身体メディア論、電子メディア論を軸とした
「メディアの基礎理論」の構築　【主な著書・論文】『〈メディア〉
の哲学─ルーマン社会システム論の射程と限界』（NTT出版）／
『謎としての“現代”　─情報社会時代の哲学入門』（春秋社）／
『「情報社会」とは何か？─〈メディア論への前哨〉』（NTT出版）／
『情報社会の〈哲学〉─グーグル・ビッグデータ・人工知能』（勁
草書房）／『ヴァーチャル社会の〈哲学〉─ビットコイン・VR・ポ
ストトゥルース』（青土社）

竹中 克久
TAKENAKA  Katsuhisa

博士（学術）
准教授

研究
分野 理論社会学／組織研究

【最終学歴】神戸大学大学院　【担当授業科目】組織社会学　
【研究テーマ】組織とコミュニケーションの理論的考察／組織に
おける文化とシンボルの社会学的研究　【主な著書・論文】『組
織の理論社会学―社会・コミュニケーション・人間』（単著・文
眞堂・2013年）／「組織文化研究における批判的経営研究
（CMS）の可能性―組織文化の『負』の側面の分析に向けて」『現
代社会学理論研究』11／「組織秩序の形成と解体を説明する
オルタナティブ―組織目的、組織文化、そして組織美学」『組織
科学』41（2）

阿部 力也
ABE  Rikiya

教授
研究
分野 刑法

島田 剛
SHIMADA  Go

博士（学術）
教授

研究
分野

国際経済学、開発経済学、
国際関係論・国際協力

【最終学歴】早稲田大学大学院　【担当授業科目】開発経済学　
【研究テーマ】開発経済、産業開発、ソーシャルキャピタル、国連
研究、災害復興　【主な著書・論文】Hosono, Akio, John 
Page and Go Shimada. 2020. eds. Workers, Managers, 
Product iv i ty:  Kaizen in Developing Countr ies . 
Singapore: Palgrave Macmillan. Shimada, Go. 2015. 
“The role of social capital after disasters: An empirical 
study of Japan based on Time-Series-Cross-Section 
(TSCS) data from 1981 to 2012.” International Journal 
of Disaster Risk Reduction 14:388-394. 

【最終学歴】明治大学大学院　【担当授業科目】現代型犯罪と刑
法　【研究テーマ】共同正犯の構造に関する比較法的アプローチ、
正犯と共犯の区別問題　【主な著書・論文】「承継的共同正犯の
成立範囲について－日髙博士の所説を参考にして－」／『日髙義
博先生古稀祝賀論文集（上巻）』（2018年・成文堂）523-524頁／
「共同正犯の帰属原理－行為帰属説の再検討－」『法律論叢』89
巻2・3合併号（2017年・明治大学法律研究所）1-21頁／「承継
的共同正犯について－部分的肯定説の再検討－」『川端博先生
古稀祝賀記念論文集（上巻）』（2014年・成文堂）531-556頁／
『刑法総論講義案』阿部力也（2019年・成文堂）1-183頁、その他

鈴木 雅博
SUZUKI  Masahiro

博士（教育学）
准教授

研究
分野

学校組織研究、教育社会学、教育経営
学、教育行政学、エスノメソドロジー

【最終学歴】東京大学大学院　【担当授業科目】学校社会学　
【研究テーマ】学校組織における教師間相互行為分析　【主な
著書・論文】『学校組織の解剖学：実践のなかの制度と文化』（勁
草書房・2022年）／『これからの教師研究 : 20の事例にみる教
師研究方法論』（共著・東京図書・2021年）／｢学校研究におけ
る組織エスノグラフィーの現在」（『社会と調査』(26)、28-35頁・
2021年）

田村 理
TAMURA  Oasmu

博士（法学）
教授

研究
分野 憲法学、フランス憲法史

【最終学歴】一橋大学大学院　【担当授業科目】憲法史　【研究
テーマ】フランス革命期における憲法が、政治・社会・文化に与
えた影響の研究　【主な著書・論文】『投票方法と個人主義─
─フランス革命にみる「投票の秘密」の本質』（2007年・創文社）
／『フランス革命と財産権──財産権の「神聖不可侵」と自然
権思想』（1997年・創文社）
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情報コミュニケーション研究科 Graduate School of Information and Communication

情報コミュニケーション研究科の研究プロジェクト

情報コミュニケーション研究科では、学際的で独自の研究を志す大学院生を広く募集していますが、以下に示す研究プロジェクトに参加しながら、研究を進め
ることもできます。
参加希望者は、該当研究プロジェクトを担当する研究指導をもつ教員にコンタクトしてください。
なお、研究プロジェクト参加にあたっては、プロジェクト関連科目に関する知識や、参考文献の理解が必要となります。

アジア太平洋・パフォーミング アーツ・比較研究

担当教員 波照間 永子 教授　須田 努 教授

研究テーマ
● 東アジアを対象とした芸能・舞踊の比較研究
● アジア太平洋地域におけるパフォーミング・アーツの 
学際的研究とネットワークの構築

活動実績

● 東アジア舞踊の比較研究と共創 
（科研費 基盤研究（B）2020～2024）
● 明治大学＆成均館大学校（韓国） 
院生合同研究発表会（大学院GP 2014～）

● 明治大学アジア太平洋パフォーミング・アーツ研究所 
（http://www.riappa-meiji.jp/）

関連科目 社会文化史／表象文化論

メッセージ

　情報コミュニケーション研究科は、2014年8月、韓国の成均館大学校
大学院芸術学研究科との交流協定を締結し、国際共同研究「明治-成均
館プロジェクト」を開始しました。このプロジェクトは同年、学内GPプ
ログラムに採択され、明治と成均館の両校で表現メディアに関する院生
合同研究発表会を毎年開催しています。これを契機に、自身が所属する
国際学会でも研究成果を積極的に発信して行くことを期待します。

現代アメリカ研究

担当教員 清原 聖子 教授　鈴木 健 教授

研究テーマ
● コロナ禍のアメリカにおける政治コミュニケーションの変容
● 大統領選挙キャンペーンの研究

活動実績

●  明治大学現代アメリカ研究所、2021年度明治大学大学院研究科共同
研究「コロナ禍のアメリカにおける政治コミュニケーションの変容」

●  2021年度大学院情報コミュニケーション研究科フォーラムにて研究
発表（https://www.meiji.ac.jp/dai_in/infocom/forum2021.html）

関連科目 現代政治学／説得コミュニケーション論

メッセージ

　2020年アメリカ大統領選挙は、新型コロナウイルスの感染拡大の中
で行われ、民主党の初の「バーチャル党大会」や記録的に高い投票率など
異例ずくめの選挙となりました。本研究プロジェクトでは、これを皮切
りに学際的なアメリカ研究を行っています。定期的に研究会やシンポ
ジウムを開催し、国内外の研究者との研究交流の機会を設けていますの
で、積極的に研究活動に参加する姿勢が求められます。

科学・社会・コミュニケーション

担当教員 石川 幹人 教授　蛭川 立 准教授　宮本 真也 教授

研究テーマ

● 疑似科学広告を用いた消費者リテラシー教育
● ハイパーメリトクラシー時代における疑似科学
● 命の選別と価値づけ～人格の承認と優生思想
● 疑似科学信奉の認知心理学的背景
● 日本における補完代替医療の受容と現状

活動実績
● 疑似科学を科学的に考えるサイト（https://gijika.com）
● 明治大学科学コミュニケーション研究所（https://gijika.com/scl）

関連科目 認知情報論／現代思想論／人類学と意識科学

メッセージ
　一般市民の科学理解を向上させる活動を行っています。科学について、
特に科学的方法論とその限界について深い理解を目指し、社会的活動を
アクティブにできる大学院生を募集しています。

越境と家族

担当教員 根橋 玲子 教授　施 利平 教授

研究テーマ

● 日本で就労・生活している外国につながる人々に関する研究
　（子どもの教育戦略／アイデンティティ／日本の職場文化と適応／ライフ
コースの多様性と定住／定住・帰国の選択／世代間関係と結婚・出産／
日本の移民政策／多文化共生社会）

活動実績

● 日本で働く高度外国人材の多文化アイデンティティモデル：ダイバーシティ
経営に向けて（科研費基盤研究（C）2020～2023）

● 明治大学国際・ダイバーシティ教育研究所 
https://sites.google.com/view/meiji-university-riide/

関連科目 異文化間コミュニケーション／家族社会学

メッセージ
　グローバル化の進展に伴い、地域や国を越えて移動する個人や家族が増
えています。移動の動機や原動力は何か、移動先（ホスト社会）での問題や課
題は何か等を一緒に研究してみませんか。

ジェンダー・カルチャー・コミュニケーション

担当教員 高馬 京子 教授　田中 洋美 准教授

研究テーマ

● ナショナル・トランスナショナルなメディア空間における 
ジェンダー規範の構築

● デジタルメディアとジェンダー
● デジタルメディアとファッション

活動実績

● 明治大学情報コミュニケーション学部ジェンダーセンター 
（https://www.meiji.ac.jp/infocom/gender/）
● 明治大学ジェンダー・カルチャー・コミュニケーション研究所
● ナショナル・トランスナショナルなメディア空間におけるジェンダー規範の
構築（科研費 基盤研究（c）2021～2025）

● 明治大学人文科学研究所「現代日本のメディアにおけるジェンダー表象：
女性誌『an・an』における女性像の変遷」

関連科目 ジェンダー論／超域文化論

メッセージ

　日本を拠点にジェンダー視点やトランスナショナルな視点からメディア文
化を研究するユニークなプロジェクトです。グローバル化・デジタル化の時
代におけるジェンダー、カルチャー、コミュニケーションの諸相についての深
い理解を目指し、研究活動をアクティブに推進できる大学院生を募集してい
ます。

教員一覧

1 情報・社会系
※2023年4月1日時点のものです。今後変更や見直しを行う場合があります。

今村 哲也
IMAMURA  Tetsuya

博士（法学）
教授

研究
分野 知的財産法

【最終学歴】早稲田大学大学院　【担当授業科目】知的財産法　
【研究テーマ】過去のコンテンツ資産の権利処理の円滑化と利
用促進に関する総合的研究／地理的表示の保護に関する研究　
【主な著書・論文】『地理的表示保護制度の生成と展開』（弘文
堂、2022年）／「拡大集中許諾制度導入論の是非」（中山信弘
他編『しなやかな著作権制度に向けて―コンテンツと著作権法
の役割』信山社・2017年）／「著作権者不明等の場合の裁定制
度の在り方について」（論究ジュリスト9号p.173・2014年）

塚原 康博
TSUKAHARA  Yasuhiro

博士（経済学）
教授

研究
分野

高齢社会の公共政策／
人間行動の経済学

【最終学歴】一橋大学大学院　【担当授業科目】公共政策　【研
究テーマ】デジタル化、グローバル化、少子高齢化社会における
公共政策の実証分析　【主な著書・論文】『人間行動の経済学』
（日本評論社・2003年）／『高齢社会と医療・福祉政策』（東京
大学出版会・2005年）／『医師と患者の情報コミュニケーション』
（薬事日報社・2010年）

清原 聖子
KIYOHARA  Shoko

博士（法学）
教授

研究
分野

アメリカ政治、情報政策論、
政治コミュニケーション、選挙とIT

【最終学歴】慶應義塾大学大学院　【担当授業科目】現代政治
学　【研究テーマ】コロナ禍のアメリカにおける政治コミュニケー
ションの変容　【主な著書・論文】『教養としてのアメリカ研究』
（編著、大学教育出版、2021年）／『フェイクニュースに震撼す
る民主主義─日米韓の国際比較研究』（編著、大学教育出版、
2019年）／『ネット選挙が変える政治と社会ー日米韓に見る新
たな「公共圏」の姿』（共編、慶應義塾大学出版会、2013年）／
『インターネットが変える選挙ー米韓比較と日本の展望』（共編、
慶應義塾大学出版会、2011年）

小林 秀行
KOBAYASHI  Hideyuki

博士
（社会情報学）

准教授

研究
分野 災害社会学、災害情報論 

【最終学歴】東京大学大学院　【担当授業科目】災害社会学　
【研究テーマ】防災・減災、災害復興、災害情報、コミュニティ　
【主な著書・論文】（著書）小林秀行 ,2020,『初動期大規模災害
復興の実証的研究』東信堂／（論文）小林秀行，2020,「「象徴
化された復興像」に関する研究一被災住民が災害復興の政治
的な主体となるための道具立てを視点として一」『日本災害復
興学会論文集』(16),pp.1-13／小林秀行，2020,「『災害復興』
の含意をめぐる一考察」『日本災害復興学会論文集』
(15),pp.159-168

鈴木 健人
SUZUKI  Taketo

博士（政治学）
教授

研究
分野

国際関係論研究、国際安全保障、
冷戦史、アメリカ外交

【最終学歴】学習院大学大学院　【担当授業科目】国際関係論　
【研究テーマ】G・ケナンの封じ込め構想の研究、および米英同
盟とその世界戦略を中心に冷戦史を研究　【主な著書・論文】
『米中争覇とアジア太平洋：関与と封じ込めの二元論を超えて』
（共編著・有信堂・2021年）／『「封じ込め」構想と米国世界戦
略―ジョージ・Ｆ・ケナンの思想と行動、1931年～1952年』（単
著・渓水社・2002年）／『問題解決のコミュニケーション：学際
的アプローチ』（共著・白桃書房・2012年）／『国際関係論と歴
史学の間で―斉藤孝の人と学問』（共著・彩流社・2012年）

大黒 岳彦
DAIKOKU  Takehiko

教授
研究
分野

メディア、情報社会の
哲学的思想的研究

【最終学歴】東京大学大学院　【担当授業科目】メディア技術と
社会　【研究テーマ】身体メディア論、電子メディア論を軸とした
「メディアの基礎理論」の構築　【主な著書・論文】『〈メディア〉
の哲学─ルーマン社会システム論の射程と限界』（NTT出版）／
『謎としての“現代”　─情報社会時代の哲学入門』（春秋社）／
『「情報社会」とは何か？─〈メディア論への前哨〉』（NTT出版）／
『情報社会の〈哲学〉─グーグル・ビッグデータ・人工知能』（勁
草書房）／『ヴァーチャル社会の〈哲学〉─ビットコイン・VR・ポ
ストトゥルース』（青土社）

竹中 克久
TAKENAKA  Katsuhisa

博士（学術）
准教授

研究
分野 理論社会学／組織研究

【最終学歴】神戸大学大学院　【担当授業科目】組織社会学　
【研究テーマ】組織とコミュニケーションの理論的考察／組織に
おける文化とシンボルの社会学的研究　【主な著書・論文】『組
織の理論社会学―社会・コミュニケーション・人間』（単著・文
眞堂・2013年）／「組織文化研究における批判的経営研究
（CMS）の可能性―組織文化の『負』の側面の分析に向けて」『現
代社会学理論研究』11／「組織秩序の形成と解体を説明する
オルタナティブ―組織目的、組織文化、そして組織美学」『組織
科学』41（2）

阿部 力也
ABE  Rikiya

教授
研究
分野 刑法

島田 剛
SHIMADA  Go

博士（学術）
教授

研究
分野

国際経済学、開発経済学、
国際関係論・国際協力

【最終学歴】早稲田大学大学院　【担当授業科目】開発経済学　
【研究テーマ】開発経済、産業開発、ソーシャルキャピタル、国連
研究、災害復興　【主な著書・論文】Hosono, Akio, John 
Page and Go Shimada. 2020. eds. Workers, Managers, 
Product iv i ty:  Kaizen in Developing Countr ies . 
Singapore: Palgrave Macmillan. Shimada, Go. 2015. 
“The role of social capital after disasters: An empirical 
study of Japan based on Time-Series-Cross-Section 
(TSCS) data from 1981 to 2012.” International Journal 
of Disaster Risk Reduction 14:388-394. 

【最終学歴】明治大学大学院　【担当授業科目】現代型犯罪と刑
法　【研究テーマ】共同正犯の構造に関する比較法的アプローチ、
正犯と共犯の区別問題　【主な著書・論文】「承継的共同正犯の
成立範囲について－日髙博士の所説を参考にして－」／『日髙義
博先生古稀祝賀論文集（上巻）』（2018年・成文堂）523-524頁／
「共同正犯の帰属原理－行為帰属説の再検討－」『法律論叢』89
巻2・3合併号（2017年・明治大学法律研究所）1-21頁／「承継
的共同正犯について－部分的肯定説の再検討－」『川端博先生
古稀祝賀記念論文集（上巻）』（2014年・成文堂）531-556頁／
『刑法総論講義案』阿部力也（2019年・成文堂）1-183頁、その他

鈴木 雅博
SUZUKI  Masahiro

博士（教育学）
准教授

研究
分野

学校組織研究、教育社会学、教育経営
学、教育行政学、エスノメソドロジー

【最終学歴】東京大学大学院　【担当授業科目】学校社会学　
【研究テーマ】学校組織における教師間相互行為分析　【主な
著書・論文】『学校組織の解剖学：実践のなかの制度と文化』（勁
草書房・2022年）／『これからの教師研究 : 20の事例にみる教
師研究方法論』（共著・東京図書・2021年）／｢学校研究におけ
る組織エスノグラフィーの現在」（『社会と調査』(26)、28-35頁・
2021年）

田村 理
TAMURA  Oasmu

博士（法学）
教授

研究
分野 憲法学、フランス憲法史

【最終学歴】一橋大学大学院　【担当授業科目】憲法史　【研究
テーマ】フランス革命期における憲法が、政治・社会・文化に与
えた影響の研究　【主な著書・論文】『投票方法と個人主義─
─フランス革命にみる「投票の秘密」の本質』（2007年・創文社）
／『フランス革命と財産権──財産権の「神聖不可侵」と自然
権思想』（1997年・創文社）
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鈴木 健
SUZUKI  Takeshi

Ph.D.
教授

研究
分野

メディア批評とカルチュラル・スタ
ディーズ／政治コミュニケーション

【最終学歴】ノースウエスタン大学大学院　【担当授業科目】説
得コミュニケーション論　【研究テーマ】映画批評／アメリカ大
統領選キャンペーン　【主な著書・論文】『説得コミュニケーショ
ン論を学ぶ人のために』（共著・世界思想社・2009年）／『政治
レトリックとアメリカ文化』（朝日出版社・2010年）／『メディア
英語研究入門』（共著・金星堂・2013年）／The Rhetoric of 
Emperor Hirohito: Continuity and Rupture in Japan’s 
Dramas of Modernity（Cambridge Scholars・2017年）

高馬 京子
KOMA  Kyoko

博士
（言語文化学）

教授

研究
分野

超域文化論、言語文化学、
メディア言説分析、文化記号論

【最終学歴】大阪大学大学院　【担当授業科目】超域文化論／
集約型外国文献購読（フランス語）　【研究テーマ】//kawaii論
／日仏（デジタル）メディアのファッションと女性表象　【主な著
書・論文】『Kawaiiの終焉（仮）』（単著・明石書店・近刊）／｢叢書
セミオトポス14号 『転生するモード：デジタルメディア時代のファッ
ション』（特集編集）（共著・新曜社、2019年）／「越境する文化・
コンテンツ・想像力」（共編著・ナカニシヤ出版・2018年）／「みる
/みられるのメディア論」（共編著・ナカニシヤ出版・2020年）／「コ
ミュニケーションテクスト分析」（共翻訳書・ひつじ書房・2018年）

須田 努
SUDA  Tsutomu

博士（文学）
教授

研究
分野

社会文化史・
異文化コミュニケーション史・民衆史

【最終学歴】早稲田大学大学院　【担当授業科目】社会文化史　
【研究テーマ】日本近世・近代における社会文化と民衆思想／
暴力の社会史／日朝異文化交流史　【主な著書・論文】『「悪党」
の一九世紀』（青木書店・2002年）／『イコンの崩壊まで』（青木
書店・2008年）／『幕末の世直し』（吉川弘文館・2010年）／『薩
摩・朝鮮陶工村の四百年』（編著・岩波書店・2014年）／『現代
を生きる日本史』（共著・岩波書店・2014年）／『吉田松陰の時
代』（岩波書店・2017年）／『三遊亭円朝と民衆世界』（有志舎・
2017年）

蛭川 立
HIRUKAWA  Tatsu

准教授
研究
分野 人類学／意識研究

【最終学歴】東京大学大学院　【担当授業科目】人類学と意識
科学　【研究テーマ】変性意識状態と変則的体験、シャーマニ
ズムや瞑想などの身体技法とそのコスモロジー　【主な著書・
論文】『彼岸の時間─〈意識〉の人類学』（春秋社・2009年）／『精
神の星座』（サンガ・2011年）

3 人 間・コミュニケーション系
※2023年4月1日時点のものです。今後変更や見直しを行う場合があります。

石川 幹人
ISHIKAWA  Masato

博士（工学）
教授

研究
分野 人工知能論／科学技術社会論

【最終学歴】東京工業大学大学院　【担当授業科目】認知情報
論　【研究テーマ】意識や心の自然科学的かつ哲学的究明、お
よび疑似科学論、科学コミュニケーション、科学リテラシー教育　
【主な著書・論文】『心と認知の情報学─ロボットをつくる・人間
を知る』（勁草書房・2006年）／『だまされ上手が生き残る─入
門！進化心理学』（光文社新書・2010年）／『超心理学』（紀伊
國屋書店・2012年）／『なぜ擬似科学が社会を動かすのか』
（PHP新書・2016年）

岩渕 輝
IWABUCHI  Akira

博士（薬学）
教授

研究
分野 生命論／生命思想史

【最終学歴】東京大学大学院　【担当授業科目】生命論　【研究
テーマ】生命観の歴史／生命の哲学／グスタフ・フェヒナーの
精神物理学　【主な著書・論文】『生命（ゼーレ）の哲学：知の巨
人フェヒナーの数奇なる生涯』（単著・春秋社・2014年）／「フェ
ヒナーの自然科学的美学と森鷗外─明治期日本の美学移入の
一断面」（単著・『科学史研究』Vol.56, No.282, pp.86-105・
2017年）

施 利平
SHI  Liping

博士
（人間科学）

教授

研究
分野 家族・親族の構造と関係

【最終学歴】大阪大学大学院　【担当授業科目】家族社会学　
【研究テーマ】夫婦の伴侶性、親子・親族関係の歴史的・国際的
比較　【主な著書・論文】『戦後日本の親族関係─核家族化と
双系化の検証』（勁草書房・2012年）／『現代中国家族の多面性』
（共著・弘文堂・2013年）／『日本の家族 1999-2009─全国家
族調査［NFRJ］による計量社会学』（共著・東京大学出版会・
2016年）

関口 裕昭
SEKIGUCHI  Hiroaki

博士（文学）
教授

研究
分野

近現代ドイツ文学・文化（音楽・美術も
含む）／ユダヤ文化史／日独比較文学

【最終学歴】慶應義塾大学大学院／京都大学大学院　【担当授
業科目】比較文学・比較文化　【研究テーマ】ドイツ近現代史に
おけるユダヤ人問題について多角度から研究　【主な著書・論文】
『パウル・ツェランとユダヤの傷―《間テクスト性》研究』（単著・
慶應義塾大学出版会・2011年・連動駿台会学術賞）／『評伝　
パウル・ツェラン』（慶應義塾大学出版会・2007年・小野十三郎
賞記念特別賞）／他に編著として『生誕200年　ローベルト・
シューマン―言葉と音楽』『日本文化におけるドイツ文化受容』（と
もに日本独文学会研究叢書）など

田中 洋美
TANAKA  Hiromi

博士（社会学）
准教授

研究
分野

ジェンダー研究、メディア研究、
文化研究

【最終学歴】ルール大学（ドイツ）　【担当授業科目】ジェンダー
論　【研究テーマ】デジタル時代におけるジェンダー、セクシュ
アリティ、親密性の変容　【主な著書・論文】“How Nissin 
represented Naomi Osaka: Race, gender, and sport in 
Japanese advertising,” Communication & Sport, 2022, 
DOI: 10.1177/21674795211040213 （with M.H.S. Ho）／
『クリティカル・ワード メディア論』（共著・フィルムアート社・
2021年）／『みる／みられるのメディア論』（共著・ナカニシヤ出
版・2021年）など

山内 勇
YAMAUCHI  Isamu 

博士（経済学）
准教授

研究
分野 イノベーションの経済学

【最終学歴】一橋大学大学院　【担当授業科目】イノベーション
の実証分析　【研究テーマ】日本企業のイノベーション・マネジ
メント、知的財産制度の実証分析　【主な著書・論文】“An 
economic analysis of deferred examination system: 
Evidence from a policy reform in Japan,” International 
Journal of Industrial Organization, 39, pp.19-28, 2015 
(with Sadao Nagaoka).／“Does the outsourcing of prior 
a r t  sea rch  inc rease  the  e f f i c i ency  o f  pa ten t 
examination? Evidence from Japan,” Research Policy, 
44, pp.1601-1614, 2015 (with Sadao Nagaoka).

南後 由和
NANGO  Yoshikazu

准教授
研究
分野 社会学、都市・建築論

【最終学歴】東京大学大学院　【担当授業科目】都市・空間論　
【研究テーマ】都市とメディア、建築と社会に関する理論的・実践
的研究　【主な著書・論文】『ひとり空間の都市論』（ちくま新書・
2018年）／『商業空間は何の夢を見たか』（共著・平凡社・
2016年）／『建築の際』（編・平凡社・2015年）／『磯崎新建築
論集第7巻 建築のキュレーション』（編集協力・岩波書店・
2013年）／『文化人とは何か？』（共編・東京書籍・2010年）

宮本 真也
MIYAMOTO  Shinya

教授
研究
分野 社会学／社会哲学

【最終学歴】大阪大学大学院　【担当授業科目】現代思想論／
集約型外国文献講読（ドイツ語）　【研究テーマ】承認とコミュ
ニケーションを軸とした批判的社会理論、社会的な病理の分析・
批判　【主な著書・論文】「理性のコミュニケーション」（『コミュ
ニケーション社会学入門』伊藤公雄編・世界思想社、pp. 195-
219・2010年）

横田 貴之
YOKOTA  Takayuki

博士
（地域研究）

教授

研究
分野

中東地域研究　現代中東政治　
イスラーム主義研究

【最終学歴】京都大学大学院　【担当授業科目】宗教と政治　
【研究テーマ】現代中東政治　現代エジプト政治　イスラーム
主義運動　【主な著書・論文】『原理主義の潮流―ムスリム同胞
団』（山川出版社・2009年）／『現代エジプトにおけるイスラー
ムと大衆運動』（ナカニシヤ出版・2006年）／『中東・イスラーム
研究概説―政治学・経済学・社会学・地域研究のテーマと理論』
（共編著・明石書店・2017年）／『途上国における軍・政治権力・
市民社会―21世紀の「新しい」政軍関係』（共著・晃洋書房・
2016年）

日置 貴之
HIOKI  Takayuki

博士（文学）
准教授

研究
分野 演劇学・日本演劇研究

【最終学歴】東京大学大学院　【担当授業科目】演劇学　【研究
テーマ】江戸時代後半から明治時代の演劇（歌舞伎）における
災害や戦争の描写など　【主な著書・論文】『変貌する時代のな
かの歌舞伎　幕末・明治期歌舞伎史』（単著、笠間書院、2016
年）╱『真山青果とは何者か？』（共編、文学通信、2019年）

山口 生史
YAMAGUCHI  Ikushi

博士（学術）
教授

研究
分野

コミュニケーション学（組織コミュニ
ケーション）／組織行動学

脇本 竜太郎
WAKIMOTO  Ryutaro

博士（教育学）
准教授

研究
分野 社会心理学

2 メディア・文化系　
※2023年4月1日時点のものです。今後変更や見直しを行う場合があります。

江下 雅之
ESHITA  Masayuki

教授
研究
分野

社会ネットワーク論／メディア史／
ポピュラー文化／女性誌史

【最終学歴】エセック経済商科大学院大学　【担当授業科目】メ
ディア社会史　【研究テーマ】メディア史／雑誌のソーシャル・
メディア的機能／ユース・サブカルチャーズとメディアの関係／
日仏の女性誌史比較　【主な著書・論文】『ネットワーク社会の
深層構造─「薄口」の人間関係へ』（中央公論新社・2000年）／
『リンク格差社会』（毎日コミュニケーションズ・2007年）／
ESHITA Masayuki, “Magazines féminins : la mode de la 
vie et les réseaux interpersonnels par intermédiaire de 
média”, Towards the era of genuine mobility, DI 
Academy Press, 2019.

波照間 永子
HATERUMA  Nagako

博士（学術）
教授

研究
分野 舞踊学／身体表現論／芸術実践論

【最終学歴】お茶の水女子大学大学院　【担当授業科目】表象
文化論　【研究テーマ】東アジア舞踊の比較研究と共創、舞踊
家オーラル・ヒストリー　【主な著書・論文】「琉球古典舞踊《四
つ竹》の創造と伝承：近世琉球王府による演出の特性」（『舞踊
学』43号・2020年）╱「志田房子作 琉球舞踊《鎮魂の詞》の表
象─空間・音・身体の重層性」（『比較舞踊研究』第25巻・2019
年）╱『沖縄県史 各論編8 女性史』（共著・沖縄県教育庁文化
財課・2016年）╱「『男芸』から『女芸』へ─女性舞踊家のオーラ
ル・ヒストリー」（『舞踊学』38号・2015年）

【最終学歴】国際基督教大学大学院　【担当授業科目】組織コ
ミュニケーション論　【研究テーマ】組織コミュニケーション学
と組織行動学の関連　【主な著書・論文】 Mediating effects 
of upward communications on the relationship between 
team autonomy and burnout: A study of employees at 
care facilities in Japan. International Journal of Business 
Communication, 2019（https://doi.org/10.1177/232948 
8419829811）／『ビジネス心理：マネジメント心理編』（共監修・
中央経済社・2013年）／『成果主義を活かす自己管理型チーム』
（編著・生産性出版・2005年）／『従業員動機づけのための異文
化間コミュニケーション戦略』（同文舘・1998年）

【最終学歴】東京大学大学院　【担当授業科目】社会心理学　
【研究テーマ】防衛性と社会的行動の関連，子育てについての信
念　【主な著書・論文】 Reconstruction of the subjective 
temporal distance of past interpersonal experiences after 
mortality salience. Personality and Social Psychology 
Bulletin (37),pp.687-700, 2010.／なぜ人は困った考えや行
動にとらわれるのか？-存在脅威管理理論から読み解く人間と
社会 , ちとせプレス，2019.／存在論的恐怖が達成事象の主観
的時間的距離に及ぼす影響：自己高揚と一貫性希求の比較検
討 情報コミュニケーション学研究 18,131-144, 2018

山崎 浩二
YAMAZAKI Koji

博士（工学）
准教授

研究
分野 VLSIの故障検査に関する研究

【最終学歴】明治大学大学院　【担当授業科目】情報科学　【研
究テーマ】VLSIの論理故障に対する診断手法の研究　【主な著
書・論文】"Diagnosing Resistive Open Faults Using Small 
Delay Fault Simulation," Proc. ATS, 2013.

根橋 玲子
NEBASHI  Reiko

Ph.D.
教授

研究
分野

コミュニケーション学
（異文化間コミュニケーション）

【最終学歴】ミシガン州立大学大学院　【担当授業科目】異文化
間コミュニケーション　【研究テーマ】異文化理解・多文化共生・
移動する人 の々生活とキャリア　【主な著書・論文】『コミュニケー
ション学入門』（共著・放送大学出版会・2019年）／「日本で就
職している元留学生の中国人女性のライフキャリア形成」『現代
女性とキャリア』（10）,47-60（共著・2018年）／『Relationships 
& Communication in East Asian Cultures：China, Japan 
and South Korea』（共著・Kendall Hunt・2016年）／『ブラジ
ル人生徒と日本人教員の異文化間コミュニケーション』（共著・
風間書房・2011年）

中里 裕美
NAKAZATO  Hiromi

博士（社会学）
准教授

研究
分野

経済社会学、社会ネットワーク論、
地域研究

【最終学歴】立命館大学大学院　【担当授業科目】経済社会学　
【研究テーマ】新しい経済社会学にもとづく地域通貨の社会ネッ
トワーク分析　【主な著書・論文】“Interplay between Social 
Support Tie Formations and Subjective Mental Health 
Conditions: The Ambivalent Effects of Social Capital” 
International Journal of Disaster Risk Reduction 
(2020)/“Community Rebuilding Processes in a Disaster-
damaged Area through Community Currency” Disaster 
Prevention & Management (2017)

坂本 祐太
SAKAMOTO  Yuta

Ph.D.  
in Linguistics
准教授

研究
分野 言語学（生成文法理論・統語論）

【最終学歴】米国コネティカット大学大学院　【担当授業科目】
言語学　【研究テーマ】自然言語における照応現象に関する比
較統語論的研究　【主な著書・論文】Sakamoto, Yuta. In 
press. NEG-raising via Proform. Linguistic Inquiry. ／
Sakamoto, Yuta. 2020. Silently Structured Silent 
Argument. Amsterdam: John Benjamins. ／ Sakamoto, 
Yuta. 2019. Overtly Empty but Covertly Complex. 
Linguistic Inquiry 50:105-136.



092    093    Meiji University Graduate School Meiji University Graduate School

M
eiji U

niversity G
raduate School

G
raduate School of Inform

ation and C
om

m
unication

情
報
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
研
究
科

情報コミュニケーション研究科 Graduate School of Information and Communication

鈴木 健
SUZUKI  Takeshi

Ph.D.
教授

研究
分野

メディア批評とカルチュラル・スタ
ディーズ／政治コミュニケーション

【最終学歴】ノースウエスタン大学大学院　【担当授業科目】説
得コミュニケーション論　【研究テーマ】映画批評／アメリカ大
統領選キャンペーン　【主な著書・論文】『説得コミュニケーショ
ン論を学ぶ人のために』（共著・世界思想社・2009年）／『政治
レトリックとアメリカ文化』（朝日出版社・2010年）／『メディア
英語研究入門』（共著・金星堂・2013年）／The Rhetoric of 
Emperor Hirohito: Continuity and Rupture in Japan’s 
Dramas of Modernity（Cambridge Scholars・2017年）

高馬 京子
KOMA  Kyoko

博士
（言語文化学）

教授

研究
分野

超域文化論、言語文化学、
メディア言説分析、文化記号論

【最終学歴】大阪大学大学院　【担当授業科目】超域文化論／
集約型外国文献購読（フランス語）　【研究テーマ】//kawaii論
／日仏（デジタル）メディアのファッションと女性表象　【主な著
書・論文】『Kawaiiの終焉（仮）』（単著・明石書店・近刊）／｢叢書
セミオトポス14号 『転生するモード：デジタルメディア時代のファッ
ション』（特集編集）（共著・新曜社、2019年）／「越境する文化・
コンテンツ・想像力」（共編著・ナカニシヤ出版・2018年）／「みる
/みられるのメディア論」（共編著・ナカニシヤ出版・2020年）／「コ
ミュニケーションテクスト分析」（共翻訳書・ひつじ書房・2018年）

須田 努
SUDA  Tsutomu

博士（文学）
教授

研究
分野

社会文化史・
異文化コミュニケーション史・民衆史

【最終学歴】早稲田大学大学院　【担当授業科目】社会文化史　
【研究テーマ】日本近世・近代における社会文化と民衆思想／
暴力の社会史／日朝異文化交流史　【主な著書・論文】『「悪党」
の一九世紀』（青木書店・2002年）／『イコンの崩壊まで』（青木
書店・2008年）／『幕末の世直し』（吉川弘文館・2010年）／『薩
摩・朝鮮陶工村の四百年』（編著・岩波書店・2014年）／『現代
を生きる日本史』（共著・岩波書店・2014年）／『吉田松陰の時
代』（岩波書店・2017年）／『三遊亭円朝と民衆世界』（有志舎・
2017年）

蛭川 立
HIRUKAWA  Tatsu

准教授
研究
分野 人類学／意識研究

【最終学歴】東京大学大学院　【担当授業科目】人類学と意識
科学　【研究テーマ】変性意識状態と変則的体験、シャーマニ
ズムや瞑想などの身体技法とそのコスモロジー　【主な著書・
論文】『彼岸の時間─〈意識〉の人類学』（春秋社・2009年）／『精
神の星座』（サンガ・2011年）

3 人間・コミュニケーション系
※2023年4月1日時点のものです。今後変更や見直しを行う場合があります。

石川 幹人
ISHIKAWA  Masato

博士（工学）
教授

研究
分野 人工知能論／科学技術社会論

【最終学歴】東京工業大学大学院　【担当授業科目】認知情報
論　【研究テーマ】意識や心の自然科学的かつ哲学的究明、お
よび疑似科学論、科学コミュニケーション、科学リテラシー教育　
【主な著書・論文】『心と認知の情報学─ロボットをつくる・人間
を知る』（勁草書房・2006年）／『だまされ上手が生き残る─入
門！進化心理学』（光文社新書・2010年）／『超心理学』（紀伊
國屋書店・2012年）／『なぜ擬似科学が社会を動かすのか』
（PHP新書・2016年）

岩渕 輝
IWABUCHI  Akira

博士（薬学）
教授

研究
分野 生命論／生命思想史

【最終学歴】東京大学大学院　【担当授業科目】生命論　【研究
テーマ】生命観の歴史／生命の哲学／グスタフ・フェヒナーの
精神物理学　【主な著書・論文】『生命（ゼーレ）の哲学：知の巨
人フェヒナーの数奇なる生涯』（単著・春秋社・2014年）／「フェ
ヒナーの自然科学的美学と森鷗外─明治期日本の美学移入の
一断面」（単著・『科学史研究』Vol.56, No.282, pp.86-105・
2017年）

施 利平
SHI  Liping

博士
（人間科学）

教授

研究
分野 家族・親族の構造と関係

【最終学歴】大阪大学大学院　【担当授業科目】家族社会学　
【研究テーマ】夫婦の伴侶性、親子・親族関係の歴史的・国際的
比較　【主な著書・論文】『戦後日本の親族関係─核家族化と
双系化の検証』（勁草書房・2012年）／『現代中国家族の多面性』
（共著・弘文堂・2013年）／『日本の家族 1999-2009─全国家
族調査［NFRJ］による計量社会学』（共著・東京大学出版会・
2016年）

関口 裕昭
SEKIGUCHI  Hiroaki

博士（文学）
教授

研究
分野

近現代ドイツ文学・文化（音楽・美術も
含む）／ユダヤ文化史／日独比較文学

【最終学歴】慶應義塾大学大学院／京都大学大学院　【担当授
業科目】比較文学・比較文化　【研究テーマ】ドイツ近現代史に
おけるユダヤ人問題について多角度から研究　【主な著書・論文】
『パウル・ツェランとユダヤの傷―《間テクスト性》研究』（単著・
慶應義塾大学出版会・2011年・連動駿台会学術賞）／『評伝　
パウル・ツェラン』（慶應義塾大学出版会・2007年・小野十三郎
賞記念特別賞）／他に編著として『生誕200年　ローベルト・
シューマン―言葉と音楽』『日本文化におけるドイツ文化受容』（と
もに日本独文学会研究叢書）など

田中 洋美
TANAKA  Hiromi

博士（社会学）
准教授

研究
分野

ジェンダー研究、メディア研究、
文化研究

【最終学歴】ルール大学（ドイツ）　【担当授業科目】ジェンダー
論　【研究テーマ】デジタル時代におけるジェンダー、セクシュ
アリティ、親密性の変容　【主な著書・論文】“How Nissin 
represented Naomi Osaka: Race, gender, and sport in 
Japanese advertising,” Communication & Sport, 2022, 
DOI: 10.1177/21674795211040213 （with M.H.S. Ho）／
『クリティカル・ワード メディア論』（共著・フィルムアート社・
2021年）／『みる／みられるのメディア論』（共著・ナカニシヤ出
版・2021年）など

山内 勇
YAMAUCHI  Isamu 

博士（経済学）
准教授

研究
分野 イノベーションの経済学

【最終学歴】一橋大学大学院　【担当授業科目】イノベーション
の実証分析　【研究テーマ】日本企業のイノベーション・マネジ
メント、知的財産制度の実証分析　【主な著書・論文】“An 
economic analysis of deferred examination system: 
Evidence from a policy reform in Japan,” International 
Journal of Industrial Organization, 39, pp.19-28, 2015 
(with Sadao Nagaoka).／“Does the outsourcing of prior 
a r t  sea rch  inc rease  the  e f f i c i ency  o f  pa ten t 
examination? Evidence from Japan,” Research Policy, 
44, pp.1601-1614, 2015 (with Sadao Nagaoka).

南後 由和
NANGO  Yoshikazu

准教授
研究
分野 社会学、都市・建築論

【最終学歴】東京大学大学院　【担当授業科目】都市・空間論　
【研究テーマ】都市とメディア、建築と社会に関する理論的・実践
的研究　【主な著書・論文】『ひとり空間の都市論』（ちくま新書・
2018年）／『商業空間は何の夢を見たか』（共著・平凡社・
2016年）／『建築の際』（編・平凡社・2015年）／『磯崎新建築
論集第7巻 建築のキュレーション』（編集協力・岩波書店・
2013年）／『文化人とは何か？』（共編・東京書籍・2010年）

宮本 真也
MIYAMOTO  Shinya

教授
研究
分野 社会学／社会哲学

【最終学歴】大阪大学大学院　【担当授業科目】現代思想論／
集約型外国文献講読（ドイツ語）　【研究テーマ】承認とコミュ
ニケーションを軸とした批判的社会理論、社会的な病理の分析・
批判　【主な著書・論文】「理性のコミュニケーション」（『コミュ
ニケーション社会学入門』伊藤公雄編・世界思想社、pp. 195-
219・2010年）

横田 貴之
YOKOTA  Takayuki

博士
（地域研究）

教授

研究
分野

中東地域研究　現代中東政治　
イスラーム主義研究

【最終学歴】京都大学大学院　【担当授業科目】宗教と政治　
【研究テーマ】現代中東政治　現代エジプト政治　イスラーム
主義運動　【主な著書・論文】『原理主義の潮流―ムスリム同胞
団』（山川出版社・2009年）／『現代エジプトにおけるイスラー
ムと大衆運動』（ナカニシヤ出版・2006年）／『中東・イスラーム
研究概説―政治学・経済学・社会学・地域研究のテーマと理論』
（共編著・明石書店・2017年）／『途上国における軍・政治権力・
市民社会―21世紀の「新しい」政軍関係』（共著・晃洋書房・
2016年）

日置 貴之
HIOKI  Takayuki

博士（文学）
准教授

研究
分野 演劇学・日本演劇研究

【最終学歴】東京大学大学院　【担当授業科目】演劇学　【研究
テーマ】江戸時代後半から明治時代の演劇（歌舞伎）における
災害や戦争の描写など　【主な著書・論文】『変貌する時代のな
かの歌舞伎　幕末・明治期歌舞伎史』（単著、笠間書院、2016
年）╱『真山青果とは何者か？』（共編、文学通信、2019年）

山口 生史
YAMAGUCHI  Ikushi

博士（学術）
教授

研究
分野

コミュニケーション学（組織コミュニ
ケーション）／組織行動学

脇本 竜太郎
WAKIMOTO  Ryutaro

博士（教育学）
准教授

研究
分野 社会心理学

2 メディア・文化系　
※2023年4月1日時点のものです。今後変更や見直しを行う場合があります。

江下 雅之
ESHITA  Masayuki

教授
研究
分野

社会ネットワーク論／メディア史／
ポピュラー文化／女性誌史

【最終学歴】エセック経済商科大学院大学　【担当授業科目】メ
ディア社会史　【研究テーマ】メディア史／雑誌のソーシャル・
メディア的機能／ユース・サブカルチャーズとメディアの関係／
日仏の女性誌史比較　【主な著書・論文】『ネットワーク社会の
深層構造─「薄口」の人間関係へ』（中央公論新社・2000年）／
『リンク格差社会』（毎日コミュニケーションズ・2007年）／
ESHITA Masayuki, “Magazines féminins : la mode de la 
vie et les réseaux interpersonnels par intermédiaire de 
média”, Towards the era of genuine mobility, DI 
Academy Press, 2019.

波照間 永子
HATERUMA  Nagako

博士（学術）
教授

研究
分野 舞踊学／身体表現論／芸術実践論

【最終学歴】お茶の水女子大学大学院　【担当授業科目】表象
文化論　【研究テーマ】東アジア舞踊の比較研究と共創、舞踊
家オーラル・ヒストリー　【主な著書・論文】「琉球古典舞踊《四
つ竹》の創造と伝承：近世琉球王府による演出の特性」（『舞踊
学』43号・2020年）╱「志田房子作 琉球舞踊《鎮魂の詞》の表
象─空間・音・身体の重層性」（『比較舞踊研究』第25巻・2019
年）╱『沖縄県史 各論編8 女性史』（共著・沖縄県教育庁文化
財課・2016年）╱「『男芸』から『女芸』へ─女性舞踊家のオーラ
ル・ヒストリー」（『舞踊学』38号・2015年）

【最終学歴】国際基督教大学大学院　【担当授業科目】組織コ
ミュニケーション論　【研究テーマ】組織コミュニケーション学
と組織行動学の関連　【主な著書・論文】 Mediating effects 
of upward communications on the relationship between 
team autonomy and burnout: A study of employees at 
care facilities in Japan. International Journal of Business 
Communication, 2019（https://doi.org/10.1177/232948 
8419829811）／『ビジネス心理：マネジメント心理編』（共監修・
中央経済社・2013年）／『成果主義を活かす自己管理型チーム』
（編著・生産性出版・2005年）／『従業員動機づけのための異文
化間コミュニケーション戦略』（同文舘・1998年）

【最終学歴】東京大学大学院　【担当授業科目】社会心理学　
【研究テーマ】防衛性と社会的行動の関連，子育てについての信
念　【主な著書・論文】 Reconstruction of the subjective 
temporal distance of past interpersonal experiences after 
mortality salience. Personality and Social Psychology 
Bulletin (37),pp.687-700, 2010.／なぜ人は困った考えや行
動にとらわれるのか？-存在脅威管理理論から読み解く人間と
社会 , ちとせプレス，2019.／存在論的恐怖が達成事象の主観
的時間的距離に及ぼす影響：自己高揚と一貫性希求の比較検
討 情報コミュニケーション学研究 18,131-144, 2018

山崎 浩二
YAMAZAKI Koji

博士（工学）
准教授

研究
分野 VLSIの故障検査に関する研究

【最終学歴】明治大学大学院　【担当授業科目】情報科学　【研
究テーマ】VLSIの論理故障に対する診断手法の研究　【主な著
書・論文】"Diagnosing Resistive Open Faults Using Small 
Delay Fault Simulation," Proc. ATS, 2013.

根橋 玲子
NEBASHI  Reiko

Ph.D.
教授

研究
分野

コミュニケーション学
（異文化間コミュニケーション）

【最終学歴】ミシガン州立大学大学院　【担当授業科目】異文化
間コミュニケーション　【研究テーマ】異文化理解・多文化共生・
移動する人 の々生活とキャリア　【主な著書・論文】『コミュニケー
ション学入門』（共著・放送大学出版会・2019年）／「日本で就
職している元留学生の中国人女性のライフキャリア形成」『現代
女性とキャリア』（10）,47-60（共著・2018年）／『Relationships 
& Communication in East Asian Cultures：China, Japan 
and South Korea』（共著・Kendall Hunt・2016年）／『ブラジ
ル人生徒と日本人教員の異文化間コミュニケーション』（共著・
風間書房・2011年）

中里 裕美
NAKAZATO  Hiromi

博士（社会学）
准教授

研究
分野

経済社会学、社会ネットワーク論、
地域研究

【最終学歴】立命館大学大学院　【担当授業科目】経済社会学　
【研究テーマ】新しい経済社会学にもとづく地域通貨の社会ネッ
トワーク分析　【主な著書・論文】“Interplay between Social 
Support Tie Formations and Subjective Mental Health 
Conditions: The Ambivalent Effects of Social Capital” 
International Journal of Disaster Risk Reduction 
(2020)/“Community Rebuilding Processes in a Disaster-
damaged Area through Community Currency” Disaster 
Prevention & Management (2017)

坂本 祐太
SAKAMOTO  Yuta

Ph.D.  
in Linguistics
准教授

研究
分野 言語学（生成文法理論・統語論）

【最終学歴】米国コネティカット大学大学院　【担当授業科目】
言語学　【研究テーマ】自然言語における照応現象に関する比
較統語論的研究　【主な著書・論文】Sakamoto, Yuta. In 
press. NEG-raising via Proform. Linguistic Inquiry. ／
Sakamoto, Yuta. 2020. Silently Structured Silent 
Argument. Amsterdam: John Benjamins. ／ Sakamoto, 
Yuta. 2019. Overtly Empty but Covertly Complex. 
Linguistic Inquiry 50:105-136.
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鈴木 健
SUZUKI  Takeshi

Ph.D.
教授

研究
分野

メディア批評とカルチュラル・スタ
ディーズ／政治コミュニケーション

【最終学歴】ノースウエスタン大学大学院　【担当授業科目】説
得コミュニケーション論　【研究テーマ】映画批評／アメリカ大
統領選キャンペーン　【主な著書・論文】『説得コミュニケーショ
ン論を学ぶ人のために』（共著・世界思想社・2009年）／『政治
レトリックとアメリカ文化』（朝日出版社・2010年）／『メディア
英語研究入門』（共著・金星堂・2013年）／The Rhetoric of 
Emperor Hirohito: Continuity and Rupture in Japan’s 
Dramas of Modernity（Cambridge Scholars・2017年）

高馬 京子
KOMA  Kyoko

博士
（言語文化学）

教授

研究
分野

超域文化論、言語文化学、
メディア言説分析、文化記号論

【最終学歴】大阪大学大学院　【担当授業科目】超域文化論／
集約型外国文献購読（フランス語）　【研究テーマ】//kawaii論
／日仏（デジタル）メディアのファッションと女性表象　【主な著
書・論文】『Kawaiiの終焉（仮）』（単著・明石書店・近刊）／｢叢書
セミオトポス14号 『転生するモード：デジタルメディア時代のファッ
ション』（特集編集）（共著・新曜社、2019年）／「越境する文化・
コンテンツ・想像力」（共編著・ナカニシヤ出版・2018年）／「みる
/みられるのメディア論」（共編著・ナカニシヤ出版・2020年）／「コ
ミュニケーションテクスト分析」（共翻訳書・ひつじ書房・2018年）

須田 努
SUDA  Tsutomu

博士（文学）
教授

研究
分野

社会文化史・
異文化コミュニケーション史・民衆史

【最終学歴】早稲田大学大学院　【担当授業科目】社会文化史　
【研究テーマ】日本近世・近代における社会文化と民衆思想／
暴力の社会史／日朝異文化交流史　【主な著書・論文】『「悪党」
の一九世紀』（青木書店・2002年）／『イコンの崩壊まで』（青木
書店・2008年）／『幕末の世直し』（吉川弘文館・2010年）／『薩
摩・朝鮮陶工村の四百年』（編著・岩波書店・2014年）／『現代
を生きる日本史』（共著・岩波書店・2014年）／『吉田松陰の時
代』（岩波書店・2017年）／『三遊亭円朝と民衆世界』（有志舎・
2017年）

蛭川 立
HIRUKAWA  Tatsu

准教授
研究
分野 人類学／意識研究

【最終学歴】東京大学大学院　【担当授業科目】人類学と意識
科学　【研究テーマ】変性意識状態と変則的体験、シャーマニ
ズムや瞑想などの身体技法とそのコスモロジー　【主な著書・
論文】『彼岸の時間─〈意識〉の人類学』（春秋社・2009年）／『精
神の星座』（サンガ・2011年）

3 人間・コミュニケーション系
※2023年4月1日時点のものです。今後変更や見直しを行う場合があります。

石川 幹人
ISHIKAWA  Masato

博士（工学）
教授

研究
分野 人工知能論／科学技術社会論

【最終学歴】東京工業大学大学院　【担当授業科目】認知情報
論　【研究テーマ】意識や心の自然科学的かつ哲学的究明、お
よび疑似科学論、科学コミュニケーション、科学リテラシー教育　
【主な著書・論文】『心と認知の情報学─ロボットをつくる・人間
を知る』（勁草書房・2006年）／『だまされ上手が生き残る─入
門！進化心理学』（光文社新書・2010年）／『超心理学』（紀伊
國屋書店・2012年）／『なぜ擬似科学が社会を動かすのか』
（PHP新書・2016年）

岩渕 輝
IWABUCHI  Akira

博士（薬学）
教授

研究
分野 生命論／生命思想史

【最終学歴】東京大学大学院　【担当授業科目】生命論　【研究
テーマ】生命観の歴史／生命の哲学／グスタフ・フェヒナーの
精神物理学　【主な著書・論文】『生命（ゼーレ）の哲学：知の巨
人フェヒナーの数奇なる生涯』（単著・春秋社・2014年）／「フェ
ヒナーの自然科学的美学と森鷗外─明治期日本の美学移入の
一断面」（単著・『科学史研究』Vol.56, No.282, pp.86-105・
2017年）

施 利平
SHI  Liping

博士
（人間科学）

教授

研究
分野 家族・親族の構造と関係

【最終学歴】大阪大学大学院　【担当授業科目】家族社会学　
【研究テーマ】夫婦の伴侶性、親子・親族関係の歴史的・国際的
比較　【主な著書・論文】『戦後日本の親族関係─核家族化と
双系化の検証』（勁草書房・2012年）／『現代中国家族の多面性』
（共著・弘文堂・2013年）／『日本の家族 1999-2009─全国家
族調査［NFRJ］による計量社会学』（共著・東京大学出版会・
2016年）

関口 裕昭
SEKIGUCHI  Hiroaki

博士（文学）
教授

研究
分野

近現代ドイツ文学・文化（音楽・美術も
含む）／ユダヤ文化史／日独比較文学

【最終学歴】慶應義塾大学大学院／京都大学大学院　【担当授
業科目】比較文学・比較文化　【研究テーマ】ドイツ近現代史に
おけるユダヤ人問題について多角度から研究　【主な著書・論文】
『パウル・ツェランとユダヤの傷―《間テクスト性》研究』（単著・
慶應義塾大学出版会・2011年・連動駿台会学術賞）／『評伝　
パウル・ツェラン』（慶應義塾大学出版会・2007年・小野十三郎
賞記念特別賞）／他に編著として『生誕200年　ローベルト・
シューマン―言葉と音楽』『日本文化におけるドイツ文化受容』（と
もに日本独文学会研究叢書）など

田中 洋美
TANAKA  Hiromi

博士（社会学）
准教授

研究
分野

ジェンダー研究、メディア研究、
文化研究

【最終学歴】ルール大学（ドイツ）　【担当授業科目】ジェンダー
論　【研究テーマ】デジタル時代におけるジェンダー、セクシュ
アリティ、親密性の変容　【主な著書・論文】“How Nissin 
represented Naomi Osaka: Race, gender, and sport in 
Japanese advertising,” Communication & Sport, 2022, 
DOI: 10.1177/21674795211040213 （with M.H.S. Ho）／
『クリティカル・ワード メディア論』（共著・フィルムアート社・
2021年）／『みる／みられるのメディア論』（共著・ナカニシヤ出
版・2021年）など

山内 勇
YAMAUCHI  Isamu 

博士（経済学）
准教授

研究
分野 イノベーションの経済学

【最終学歴】一橋大学大学院　【担当授業科目】イノベーション
の実証分析　【研究テーマ】日本企業のイノベーション・マネジ
メント、知的財産制度の実証分析　【主な著書・論文】“An 
economic analysis of deferred examination system: 
Evidence from a policy reform in Japan,” International 
Journal of Industrial Organization, 39, pp.19-28, 2015 
(with Sadao Nagaoka).／“Does the outsourcing of prior 
a r t  sea rch  inc rease  the  e f f i c i ency  o f  pa ten t 
examination? Evidence from Japan,” Research Policy, 
44, pp.1601-1614, 2015 (with Sadao Nagaoka).

南後 由和
NANGO  Yoshikazu

准教授
研究
分野 社会学、都市・建築論

【最終学歴】東京大学大学院　【担当授業科目】都市・空間論　
【研究テーマ】都市とメディア、建築と社会に関する理論的・実践
的研究　【主な著書・論文】『ひとり空間の都市論』（ちくま新書・
2018年）／『商業空間は何の夢を見たか』（共著・平凡社・
2016年）／『建築の際』（編・平凡社・2015年）／『磯崎新建築
論集第7巻 建築のキュレーション』（編集協力・岩波書店・
2013年）／『文化人とは何か？』（共編・東京書籍・2010年）

宮本 真也
MIYAMOTO  Shinya

教授
研究
分野 社会学／社会哲学

【最終学歴】大阪大学大学院　【担当授業科目】現代思想論／
集約型外国文献講読（ドイツ語）　【研究テーマ】承認とコミュ
ニケーションを軸とした批判的社会理論、社会的な病理の分析・
批判　【主な著書・論文】「理性のコミュニケーション」（『コミュ
ニケーション社会学入門』伊藤公雄編・世界思想社、pp. 195-
219・2010年）

横田 貴之
YOKOTA  Takayuki

博士
（地域研究）

教授

研究
分野

中東地域研究　現代中東政治　
イスラーム主義研究

【最終学歴】京都大学大学院　【担当授業科目】宗教と政治　
【研究テーマ】現代中東政治　現代エジプト政治　イスラーム
主義運動　【主な著書・論文】『原理主義の潮流―ムスリム同胞
団』（山川出版社・2009年）／『現代エジプトにおけるイスラー
ムと大衆運動』（ナカニシヤ出版・2006年）／『中東・イスラーム
研究概説―政治学・経済学・社会学・地域研究のテーマと理論』
（共編著・明石書店・2017年）／『途上国における軍・政治権力・
市民社会―21世紀の「新しい」政軍関係』（共著・晃洋書房・
2016年）

日置 貴之
HIOKI  Takayuki

博士（文学）
准教授

研究
分野 演劇学・日本演劇研究

【最終学歴】東京大学大学院　【担当授業科目】演劇学　【研究
テーマ】江戸時代後半から明治時代の演劇（歌舞伎）における
災害や戦争の描写など　【主な著書・論文】『変貌する時代のな
かの歌舞伎　幕末・明治期歌舞伎史』（単著、笠間書院、2016
年）╱『真山青果とは何者か？』（共編、文学通信、2019年）

山口 生史
YAMAGUCHI  Ikushi

博士（学術）
教授

研究
分野

コミュニケーション学（組織コミュニ
ケーション）／組織行動学

脇本 竜太郎
WAKIMOTO  Ryutaro

博士（教育学）
准教授

研究
分野 社会心理学

2 メディア・文化系　
※2023年4月1日時点のものです。今後変更や見直しを行う場合があります。

江下 雅之
ESHITA  Masayuki

教授
研究
分野

社会ネットワーク論／メディア史／
ポピュラー文化／女性誌史

【最終学歴】エセック経済商科大学院大学　【担当授業科目】メ
ディア社会史　【研究テーマ】メディア史／雑誌のソーシャル・
メディア的機能／ユース・サブカルチャーズとメディアの関係／
日仏の女性誌史比較　【主な著書・論文】『ネットワーク社会の
深層構造─「薄口」の人間関係へ』（中央公論新社・2000年）／
『リンク格差社会』（毎日コミュニケーションズ・2007年）／
ESHITA Masayuki, “Magazines féminins : la mode de la 
vie et les réseaux interpersonnels par intermédiaire de 
média”, Towards the era of genuine mobility, DI 
Academy Press, 2019.

波照間 永子
HATERUMA  Nagako

博士（学術）
教授

研究
分野 舞踊学／身体表現論／芸術実践論

【最終学歴】お茶の水女子大学大学院　【担当授業科目】表象
文化論　【研究テーマ】東アジア舞踊の比較研究と共創、舞踊
家オーラル・ヒストリー　【主な著書・論文】「琉球古典舞踊《四
つ竹》の創造と伝承：近世琉球王府による演出の特性」（『舞踊
学』43号・2020年）╱「志田房子作 琉球舞踊《鎮魂の詞》の表
象─空間・音・身体の重層性」（『比較舞踊研究』第25巻・2019
年）╱『沖縄県史 各論編8 女性史』（共著・沖縄県教育庁文化
財課・2016年）╱「『男芸』から『女芸』へ─女性舞踊家のオーラ
ル・ヒストリー」（『舞踊学』38号・2015年）

【最終学歴】国際基督教大学大学院　【担当授業科目】組織コ
ミュニケーション論　【研究テーマ】組織コミュニケーション学
と組織行動学の関連　【主な著書・論文】 Mediating effects 
of upward communications on the relationship between 
team autonomy and burnout: A study of employees at 
care facilities in Japan. International Journal of Business 
Communication, 2019（https://doi.org/10.1177/232948 
8419829811）／『ビジネス心理：マネジメント心理編』（共監修・
中央経済社・2013年）／『成果主義を活かす自己管理型チーム』
（編著・生産性出版・2005年）／『従業員動機づけのための異文
化間コミュニケーション戦略』（同文舘・1998年）

【最終学歴】東京大学大学院　【担当授業科目】社会心理学　
【研究テーマ】防衛性と社会的行動の関連，子育てについての信
念　【主な著書・論文】 Reconstruction of the subjective 
temporal distance of past interpersonal experiences after 
mortality salience. Personality and Social Psychology 
Bulletin (37),pp.687-700, 2010.／なぜ人は困った考えや行
動にとらわれるのか？-存在脅威管理理論から読み解く人間と
社会 , ちとせプレス，2019.／存在論的恐怖が達成事象の主観
的時間的距離に及ぼす影響：自己高揚と一貫性希求の比較検
討 情報コミュニケーション学研究 18,131-144, 2018

山崎 浩二
YAMAZAKI Koji

博士（工学）
准教授

研究
分野 VLSIの故障検査に関する研究

【最終学歴】明治大学大学院　【担当授業科目】情報科学　【研
究テーマ】VLSIの論理故障に対する診断手法の研究　【主な著
書・論文】"Diagnosing Resistive Open Faults Using Small 
Delay Fault Simulation," Proc. ATS, 2013.

根橋 玲子
NEBASHI  Reiko

Ph.D.
教授

研究
分野

コミュニケーション学
（異文化間コミュニケーション）

【最終学歴】ミシガン州立大学大学院　【担当授業科目】異文化
間コミュニケーション　【研究テーマ】異文化理解・多文化共生・
移動する人 の々生活とキャリア　【主な著書・論文】『コミュニケー
ション学入門』（共著・放送大学出版会・2019年）／「日本で就
職している元留学生の中国人女性のライフキャリア形成」『現代
女性とキャリア』（10）,47-60（共著・2018年）／『Relationships 
& Communication in East Asian Cultures：China, Japan 
and South Korea』（共著・Kendall Hunt・2016年）／『ブラジ
ル人生徒と日本人教員の異文化間コミュニケーション』（共著・
風間書房・2011年）

中里 裕美
NAKAZATO  Hiromi

博士（社会学）
准教授

研究
分野

経済社会学、社会ネットワーク論、
地域研究

【最終学歴】立命館大学大学院　【担当授業科目】経済社会学　
【研究テーマ】新しい経済社会学にもとづく地域通貨の社会ネッ
トワーク分析　【主な著書・論文】“Interplay between Social 
Support Tie Formations and Subjective Mental Health 
Conditions: The Ambivalent Effects of Social Capital” 
International Journal of Disaster Risk Reduction 
(2020)/“Community Rebuilding Processes in a Disaster-
damaged Area through Community Currency” Disaster 
Prevention & Management (2017)

坂本 祐太
SAKAMOTO  Yuta

Ph.D.  
in Linguistics
准教授

研究
分野 言語学（生成文法理論・統語論）

【最終学歴】米国コネティカット大学大学院　【担当授業科目】
言語学　【研究テーマ】自然言語における照応現象に関する比
較統語論的研究　【主な著書・論文】Sakamoto, Yuta. In 
press. NEG-raising via Proform. Linguistic Inquiry. ／
Sakamoto, Yuta. 2020. Silently Structured Silent 
Argument. Amsterdam: John Benjamins. ／ Sakamoto, 
Yuta. 2019. Overtly Empty but Covertly Complex. 
Linguistic Inquiry 50:105-136.


